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次第 1 .  開会のあいさつ
2 .  JAしまね出雲地区本部

事業概況ＤＶＤ上映
3 .  地元代表あいさつ
4 .  役員あいさつ
5 .  意見交換
6 .  閉会のあいさつ

JAしまね 基本理念

「人と自然が共生する、光り輝く未来の創造」
⒈ 地域の資源を生かし、
　 希望と活力に満ちた農業を実現します

⒈ 地域の文化を守り、
　 心豊かに安心して暮らせる地域社会を創造します

⒈ 水と緑と人を育み、
　 豊かな大地と食を次世代に引き継ぎます
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組合の事業活動の概況に関する事項

当該事業年度の末日における
主要な事業活動の内容と成果

〈JAを巡る情勢〉
　令和３年度は、長引くコロナ禍の影響
により、昨年に続き、外食の自粛、インバ
ウンド需要の減少に伴う農畜産物の需要
減少、式典やイベントの自粛に伴う花卉の
需要減少、移動制限に伴う観光関連収入
の減少などが継続・拡大し、米価の下落
や生乳の生産抑制等農業・農村地域に多
大な影響が出ました。
　島根県内の経済においては、まん延防
止等重点措置解除後の個人消費や雇用
情勢持ち直しなど、全体的には緩やかに
回復の兆しが見受けられますが、依然とし
て先行不透明な状況が続いています。
　農業情勢においては、春から夏にかけ
ての低温・降霜被害、７月・８月の豪雨被
害等により各地で農産物・農業施設等に
甚大な被害をもたらした他、11月に発生し
た鳥インフルエンザが９県で15事例（令
和４年２月時点）発生しており、災害復
興・防疫の取り組みを引き続き進めていく
必要があります。
　ＪＡグループにおいては、10月に開催し
た第29回ＪＡ全国大会で、「持続可能な
農業・地域共生の未来づくり-不断の自己
改革によるさらなる進化-」を決議し、次の
10年に向かって引き続き「不断の自己改
革」を着実に実践していくこととしていま
す。

〈主な事業活動と成果〉
　令和３年度は、「第２次農業戦略実践３
カ年営農計画」の最終年度として、営農指
導と経営指導を通じた農業所得の増大、
農業生産の拡大に向けた取り組みを実施
しました。
　販売事業について、米穀は令和３年産の
島根県における水稲の作況指数が100（前
年99）となり、主食用の収穫量は86,000t 
で、前年産比200tの増となりました。また、
３年産米の集荷数量は令和４年３月末現
在で35,112tとなり、出荷契約に対する集荷
進度は94.1％、前年対比では103.1％となり
ました。
　園芸は、島根ぶどうが、販売面でフォト
コンテスト等ＳＮＳを活用した消費宣伝を
行ったことや単価の高い早い時期への出
荷誘導を行ったことにより、㎏単価におい
て過去最高の1,401円（税別）となりました。
また、西条柿は、生果・あんぽ柿ともに㎏
単価は前年を上回りました。
　畜産は、コロナ禍による自助努力で回避
できない大きな問題が次 と々畜産経営に影
響を与えるなか、生産者組織・関係機関と
共に畜産物の消費拡大と、販路拡大に取
り組みました。
　信用事業では、貯金の大宗を占める個
人貯金について、総合事業体であるＪＡの
特性を生かし、「しまね和牛」をプレゼント
するキャンペーンを実施し、農畜産物消費
拡大、農家所得の向上に取り組みました。
　貸出金については、農業資金において
「令和３年度大雨・台風農業被害対策資金
（県制度資金）」「令和３年度稲作経営安

事業活動の概況

ＪＡしまね│第8事業年度 事業報告
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定緊急対策資金（県制度資金）」の取扱い
を開始し、被害を受けられた農業者の支援
に取り組みました。
　共済事業では、担い手経営体や個人農
業者に対し、農業経営に関わる様 な々リス
クへの診断を行う「農業リスク診断活動」
に取り組むとともに、「ＪＡしまねこども倶
楽部」を通じた子育て支援や次世代との繋
がりづくりに努めました。
　くらしの活動では、コロナ禍で活動に制
限はありましたが、豊かなくらし・地域づく
りを目的とし、「食と農に関する活動」「地
域貢献活動」「支店ふれあい活動」を三本
柱に地域活性化の核となる取り組みをすす
めました。また、家の光・日本農業新聞等
の教育資材を活用し、研修や学習活動を
すすめました。

　こうした取り組みの結果、販売品販売・
取扱高が382億52百万円、購買品供給高が 
285億57百万円、貯金残高が１兆111億69 
百万円、貸出金残高が2,794億円、長期共
済保有高３兆457億45百万円となりました。
また、財務状況の安全性を示す指標であ
る自己資本比率は13.42％となりました。
　収支面については、事業利益が５億75 
百万円、経常利益は19億１百万円となり、
当期剰余金は６億75百万円となりました。
　なお、取崩基準に基づく目的積立金の
取崩については、固定資産減損損失等に
かかる経営基盤強化積立金の取崩６億94 
百万円等を行い、当期未処分剰余金は21 
億10百万円となりました。

財務・事業成績の推移 （単位：百万円）

単体自己資本比率
当組合の単体自己資本比率 13.42%（令和4年3月31日現在） 

区分 項目 第５事業年度
（平成30年度）

第 6 事業年度
（令和元年度）

第７事業年度
（令和 2 年度）

第 8 事業年度
（令和 3 年度）

財　務

事業利益 　 1,628 474 962 575 
経常利益 　 2,594 1,987 2,307 1,901 
当期剰余金 1,869 992 1,716   576
総資産 　 1,113,478 1,114,801 1,109,021 1,138,905 
純資産 　 79,235 77,103 79,681 78,694 

信用事業

貯金 　 977,670 976,761 996,444 1,011,169 
預金 　 522,005 539,985 550,897 576,348 
貸出金 　 298,851 286,465 283,689 279,400 
有価証券 　 155,212 150,038 137,188 147,067 
　 国　債 78,123 70,673 63,069 52,865 
　 その他 77,088 79,365 74,119 94,201 

共済事業
長期共済保有高 3,438,480 3,313,661 3,183,784 3,045,745 
短期共済新契約掛金 9,805 9,615 9,311 9,054 

購買事業 購買品供給高 33,915 32,091 31,320 28,557 
販売事業 販売品販売・取扱高 37,752 38,694 37,996 38,252 

（注１）貯金は譲渡性貯金を含む。
（注２）販売品販売高・取扱高は受託販売品と買取販売品の合計。
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（単位：組合員数）

（単位：口）

資格区分 前期末 当期増加 当期減少 当期末

正
組
合
員

個人 61,367 409 2,075 59,701

法人
農事組合法人 242 6 3 245

その他の法人 241 13 5 249

計 61,850 428 2,083 60,195

准
組
合
員

個人 161,692 2,225 4,769 159,148

農業協同組合 － － － －

農事組合法人 20 － 2 18

その他の団体 1,813 19 46 1,786

計 163,525 2,244 4,817 160,952

合計 225,375 2,672 6,900 221,147

資格区分 当期首 当期増加 当期減少 当期末

正
組
合
員

個人 15,872,783 233,524 625,832 15,480,475

法人
農事組合法人 26,776 625 100 27,301

その他の法人 30,530 147 122 30,555

計 15,930,089 234,296 626,054 15,538,331

准
組
合
員

個人 5,901,323 318,189 333,920 5,885,592

農業協同組合 － － － －

農事組合法人 1,930 9 471 1,468

その他の団体 91,767 373 1,929 90,211

計 5,995,020 318,571 336,320 5,977,271

処分未済持分 122,693 146,874 122,693 146,874

合計 22,047,802 699,741 1,085,067 21,662,476

摘要：　（１）出資一口金額                            1,000 円
　　　　（２）当期末払込済出資総額    21,662,476,000 円

　

①組合員の数

②出資口数

組織の概要
組合員の状況
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（単位：組合員数）

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 当 期 首
67,604

167
182

67,953
161,383

1
26

1,887
163,297
231,250

当 期 増 加
86
6
2
94

911
0
0
3

914
1,008

当 期 減 少
218

1
1

220
265

0
0
4

269
489

当 期 末
67,472

172
183

67,827
162,029

1
26

1,886
163,942
231,769

備　考 

農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

常 勤
非 常 勤
　 計 　
常 勤
非 常 勤
　 計 　

参 事
正 職 員
嘱託・臨時職員
　 計 　

  区　 　 分 当 期 末
17
23
40
2
4
6
46

理

　事

監

　事

（単位：人）

（単位：人）

区  　　分 前 期 末 当 期 増 加 当 期 減 少

-
130
192
322

当 期 末

-
1,729
1,353
3,082

-
54

120
174

-
1,805
1,425
3,230

合　　　　計

役員の状況

職員の状況

JAしまねの機構図
令和4年3月31日現在

監 査 部

ふ れ あ い 福 祉 課

農 業 金 融 課

総 務 課

人 事 課

経 理 管 財 課

企 画 管 理 課

法 人 営 業 課

自 動 車 共 済 課

審 査 課

債 権 管 理 課

生 命 建 物 共 済 課

共 済 事 務 管 理 課

共 済 指 導 課

共 済 企 画 課

事 業 改 革 推 進 室

資 金 運 用 課

証 券 管 理 課

事 務 集 中 課

為 替 課

事 務 管 理 課

金 融 相 談 課

金 融 企 画 課

経 済 課

資 材 課

肉 牛 販 売 課

酪 農 課

畜 産 課

園 芸 販 売 課

米 穀 課

営 農 指 導 課

営 農 企 画 課

畜 産 部

米 穀 園 芸 部

営 農 対 策 部

共 済 部

融資管理センター

地
　

区
　

本 部

監 

事 

会

代
表
監
事

常
勤
監
事

代
表
理
事
副
組
合
長

総
会
・
総
代
会

理

事

会

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事
（地区本部長）

（地区副本部長）

金 融 部

総 務 部

融 資 部

共済事務センター

資 金 部

リ ス ク 管 理 部
危 機 管 理 課

リスク管理統括課

企 画 管 理 部

（執行役員副本部長）

経 済 部
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（単位：組合員数）

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 当 期 首
67,604

167
182

67,953
161,383

1
26

1,887
163,297
231,250

当 期 増 加
86
6
2
94

911
0
0
3

914
1,008

当 期 減 少
218

1
1

220
265

0
0
4

269
489

当 期 末
67,472

172
183

67,827
162,029

1
26

1,886
163,942
231,769

備　考 

農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

常 勤
非 常 勤
　 計 　
常 勤
非 常 勤
　 計 　

参 事
正 職 員
嘱託・臨時職員
　 計 　

  区　 　 分 当 期 末
17
23
40
2
4
6
46

理

　事

監

　事

（単位：人）

（単位：人）

区  　　分 前 期 末 当 期 増 加 当 期 減 少

-
130
192
322

当 期 末

-
1,729
1,353
3,082

-
54

120
174

-
1,805
1,425
3,230

合　　　　計

JAしまねの機構図
令和4年3月31日現在

監 査 部

ふ れ あ い 福 祉 課

農 業 金 融 課

総 務 課

人 事 課

経 理 管 財 課

企 画 管 理 課

法 人 営 業 課

自 動 車 共 済 課

審 査 課

債 権 管 理 課

生 命 建 物 共 済 課

共 済 事 務 管 理 課

共 済 指 導 課

共 済 企 画 課

事 業 改 革 推 進 室

資 金 運 用 課

証 券 管 理 課

事 務 集 中 課

為 替 課

事 務 管 理 課

金 融 相 談 課

金 融 企 画 課

経 済 課

資 材 課

肉 牛 販 売 課

酪 農 課

畜 産 課

園 芸 販 売 課

米 穀 課

営 農 指 導 課

営 農 企 画 課

畜 産 部

米 穀 園 芸 部

営 農 対 策 部

共 済 部

融資管理センター

地
　

区
　

本 部

監 

事 

会

代
表
監
事

常
勤
監
事

代
表
理
事
副
組
合
長

総
会
・
総
代
会

理

事

会

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事
（地区本部長）

（地区副本部長）

金 融 部

総 務 部

融 資 部

共済事務センター

資 金 部

リ ス ク 管 理 部
危 機 管 理 課

リスク管理統括課

企 画 管 理 部

（執行役員副本部長）

経 済 部

組織の構成（組合の機構）
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事業の概況
令和3年度 事業活動の内容

令和3年度 営農センター活動報告
　損益の状況

　事業別の明細
組織の概要

組合員の状況（組合員数、出資口数）
支店・店別 組合員数・戸数一覧表
理事･地区本部運営委員の状況

職員の状況
組合員組織
　　機構図

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

第8事業年度 事業報告
ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部
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事業活動の概況に関する事項
　出雲地区本部では、「ＪＡ自己改革」で掲げる

「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地
域の活性化」の３つの基本目標を不断の取り組
みとし、組合員から信頼され必要とされる組織
を目指し事業運営を行いました。
　農業関連では更なる農畜産物の生産振興お
よび多様な農業者の育成・確保を推進するた
め、国・県・市の補助事業活用による農業者支
援や今後普及が期待されるスマート農業技術の
実証に取り組んだ他、７月に発生した豪雨災害
で被災した農地の復旧支援を行い農業基盤の
維持に努めました。
　また、出雲市へカーブミラーやポールコーン
の贈呈、コロナ禍により困窮する学生やこども
食堂への支援米贈呈、農業者・女性部健診の実
施など地域貢献活動にも積極的に取り組みまし
た。
　コロナ禍に伴う来店者減少や多様化する
ニーズに応えるため、ラピタ公式アプリやＳＳラ
イン会員募集、ＪＡ共済アプリやＪＡバンクアプリ
の機能拡充等、利用者へのチラシやキャンペー
ン情報の発信、クーポン付与など、新たな生活
様式に向けた非対面ツールの開発と導入を行
い、組合員サービスの向上に努めました。
　令和３年度の業績還元は、新たに組合員から
の要望が多かった支店内ＡＴＭの硬貨対応への
更新や、前年に続き応募キャンペーンの実施を
はじめ、生産資材の正組合員感謝セール、ラピ
タでのポイント５倍デーやガソリン値引券の配
布等、組合員・利用者へ約３，９００万円を還元し
ました。

①営農指導事業
　島根県の新型コロナウイルス感染症対策農
業収益向上環境整備対策事業を活用したアス

パラ選別機導入やハウス等整備事業を活用し
たぶどうハウス（２棟）の導入支援に取り組みま
した。また、島根県産地創生事業を活用した菌
床しいたけハウス（３棟）の導入支援を行いまし
た。
　消費者からの農産物への安全・安心を求める
気運の高まりにより、 を活用した「安全・安
心な農産物づくり」の一環として、現在６組織が

「美味しまね」認証を取得しております。令和３年
度は農産部会の田もち会、稲作研究会の会員
が個人認証取得に向けた研修会を開催しまし
た。
　米穀では、倉庫大口奨励やカントリー利用奨
励などの集荷対策を実施し、米集荷拡大に取り
組む一方、カントリーエレベーター事業の持続
可能な運営を行うため利用料金の改定を実施
しました。
　畜産では、各種補助事業を活用し和牛、乳用
牛の増頭に取り組みました。

②購買事業
　生産購買事業では、県下統一品目（水稲：肥
料５品目・農薬１５品目、園芸：肥料１品目、汎用
肥料：１品目）に集約し、価格低減に努めました。
営農組合や担い手農家に対して、ＴＡＣと連携し
て肥料の大型車直送、農薬の大型規格品の推
進によるコスト低減の提案を行いました。また、
肥料価格高騰対策として業績還元を活用し、水
稲一発肥料の助成を行いました。
　ラピタでは、「安全・安心・新鮮」な地元産品の
販売拡充に取り組み、魅力ある店舗づくりに努
めました。また、組合員の利便性向上のため、ラ
ピタアプリの開発を行いました。
　葬祭事業では、コロナ禍で多様化する葬祭
ニーズの対応強化と利用者ならびに職員の安

全・安心の確保対策に努めました。
　ＬＰガス事業では、ガス機器のリース普及と他
燃料からの燃料転換に取り組みました。保安業
務ではガスの集中監視システムの更新を計画
的に行い体制強化に努めました。
　石油事業では、ラピタと連携した販売促進策
やセルフ給油所での洗車に関わる取り組みを強
化し利用者拡大に繋げました。
　自動車事業では、コロナ禍による新車の納期
遅れの対応として中古車の取り扱いを強化しま
した。

③販売事業
　香港・シンガポール向けに西条柿を継続輸出
するとともに、香港へは積極的に商品提案を行
い、従来からの菌床しいたけ、アスパラガス、
きゅうり、青ネギに加え、シャインマスカットや梨
も取引を開始し、新たな販売先と取引市場の拡
大に取り組みました。
　ギフト・直販では出雲地区本部独自のカタロ
グ販売「だんだん出雲ご縁倶楽部」を活用し、出
雲に縁がある皆様にご利用いただきました。ま
た、新たな取り組みとして朝食セット等の販売も
行い好評を得ました。

④信用事業
　営農担当部署と連携し、新規就農者および意
欲ある地域担い手農業者に対する融資推進の
強化、コロナ禍の影響を受けた農業者への迅速
な資金対応など農業融資の伸長に取り組みま
した。
　また、ローン営業センターを基軸に住宅メー
カー等への働きかけも継続的に展開し、住宅
ローンをメインとした各種個人融資の伸長にも
取り組みました。

　年金受給口座獲得の取り組みについては、コ
ロナ禍の影響により昨年度に続き年金相談会
の縮小、年金受給者イベントの中止を余儀なく
されましたが、代替としてラピタでの「お買い物
値引券」を進呈する等、利用者満足度の向上に
努めました。
　ＡＴＭについても既存ＡＴＭの内１９台を新た
に硬貨対応化とし、更なる利便性向上を図りま
した。

⑤共済事業
　信共窓口リーダーを中心に各支店において、
組合員・利用者から選ばれる支店を目指して

「スマイル活動（窓口お知らせ活動）」を実施す
ることで、複合渉外員との連携や支店内連携を
強化し、情報提供や提案活動を行いました。
　また、大規模自然災害発生に伴い、迅速、丁
寧な対応と組合員・利用者の安心と満足の向上
に努めるとともに、現場急行対応など、契約者
への迅速・的確な対応により利用者満足度の向
上を図りました。

事 業 の 概 況
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事業活動の概況に関する事項
　出雲地区本部では、「ＪＡ自己改革」で掲げる

「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地
域の活性化」の３つの基本目標を不断の取り組
みとし、組合員から信頼され必要とされる組織
を目指し事業運営を行いました。
　農業関連では更なる農畜産物の生産振興お
よび多様な農業者の育成・確保を推進するた
め、国・県・市の補助事業活用による農業者支
援や今後普及が期待されるスマート農業技術の
実証に取り組んだ他、７月に発生した豪雨災害
で被災した農地の復旧支援を行い農業基盤の
維持に努めました。
　また、出雲市へカーブミラーやポールコーン
の贈呈、コロナ禍により困窮する学生やこども
食堂への支援米贈呈、農業者・女性部健診の実
施など地域貢献活動にも積極的に取り組みまし
た。
　コロナ禍に伴う来店者減少や多様化する
ニーズに応えるため、ラピタ公式アプリやＳＳラ
イン会員募集、ＪＡ共済アプリやＪＡバンクアプリ
の機能拡充等、利用者へのチラシやキャンペー
ン情報の発信、クーポン付与など、新たな生活
様式に向けた非対面ツールの開発と導入を行
い、組合員サービスの向上に努めました。
　令和３年度の業績還元は、新たに組合員から
の要望が多かった支店内ＡＴＭの硬貨対応への
更新や、前年に続き応募キャンペーンの実施を
はじめ、生産資材の正組合員感謝セール、ラピ
タでのポイント５倍デーやガソリン値引券の配
布等、組合員・利用者へ約３，９００万円を還元し
ました。

①営農指導事業
　島根県の新型コロナウイルス感染症対策農
業収益向上環境整備対策事業を活用したアス

パラ選別機導入やハウス等整備事業を活用し
たぶどうハウス（２棟）の導入支援に取り組みま
した。また、島根県産地創生事業を活用した菌
床しいたけハウス（３棟）の導入支援を行いまし
た。
　消費者からの農産物への安全・安心を求める
気運の高まりにより、 を活用した「安全・安
心な農産物づくり」の一環として、現在６組織が

「美味しまね」認証を取得しております。令和３年
度は農産部会の田もち会、稲作研究会の会員
が個人認証取得に向けた研修会を開催しまし
た。
　米穀では、倉庫大口奨励やカントリー利用奨
励などの集荷対策を実施し、米集荷拡大に取り
組む一方、カントリーエレベーター事業の持続
可能な運営を行うため利用料金の改定を実施
しました。
　畜産では、各種補助事業を活用し和牛、乳用
牛の増頭に取り組みました。

②購買事業
　生産購買事業では、県下統一品目（水稲：肥
料５品目・農薬１５品目、園芸：肥料１品目、汎用
肥料：１品目）に集約し、価格低減に努めました。
営農組合や担い手農家に対して、ＴＡＣと連携し
て肥料の大型車直送、農薬の大型規格品の推
進によるコスト低減の提案を行いました。また、
肥料価格高騰対策として業績還元を活用し、水
稲一発肥料の助成を行いました。
　ラピタでは、「安全・安心・新鮮」な地元産品の
販売拡充に取り組み、魅力ある店舗づくりに努
めました。また、組合員の利便性向上のため、ラ
ピタアプリの開発を行いました。
　葬祭事業では、コロナ禍で多様化する葬祭
ニーズの対応強化と利用者ならびに職員の安

全・安心の確保対策に努めました。
　ＬＰガス事業では、ガス機器のリース普及と他
燃料からの燃料転換に取り組みました。保安業
務ではガスの集中監視システムの更新を計画
的に行い体制強化に努めました。
　石油事業では、ラピタと連携した販売促進策
やセルフ給油所での洗車に関わる取り組みを強
化し利用者拡大に繋げました。
　自動車事業では、コロナ禍による新車の納期
遅れの対応として中古車の取り扱いを強化しま
した。

③販売事業
　香港・シンガポール向けに西条柿を継続輸出
するとともに、香港へは積極的に商品提案を行
い、従来からの菌床しいたけ、アスパラガス、
きゅうり、青ネギに加え、シャインマスカットや梨
も取引を開始し、新たな販売先と取引市場の拡
大に取り組みました。
　ギフト・直販では出雲地区本部独自のカタロ
グ販売「だんだん出雲ご縁倶楽部」を活用し、出
雲に縁がある皆様にご利用いただきました。ま
た、新たな取り組みとして朝食セット等の販売も
行い好評を得ました。

④信用事業
　営農担当部署と連携し、新規就農者および意
欲ある地域担い手農業者に対する融資推進の
強化、コロナ禍の影響を受けた農業者への迅速
な資金対応など農業融資の伸長に取り組みま
した。
　また、ローン営業センターを基軸に住宅メー
カー等への働きかけも継続的に展開し、住宅
ローンをメインとした各種個人融資の伸長にも
取り組みました。

　年金受給口座獲得の取り組みについては、コ
ロナ禍の影響により昨年度に続き年金相談会
の縮小、年金受給者イベントの中止を余儀なく
されましたが、代替としてラピタでの「お買い物
値引券」を進呈する等、利用者満足度の向上に
努めました。
　ＡＴＭについても既存ＡＴＭの内１９台を新た
に硬貨対応化とし、更なる利便性向上を図りま
した。

⑤共済事業
　信共窓口リーダーを中心に各支店において、
組合員・利用者から選ばれる支店を目指して

「スマイル活動（窓口お知らせ活動）」を実施す
ることで、複合渉外員との連携や支店内連携を
強化し、情報提供や提案活動を行いました。
　また、大規模自然災害発生に伴い、迅速、丁
寧な対応と組合員・利用者の安心と満足の向上
に努めるとともに、現場急行対応など、契約者
への迅速・的確な対応により利用者満足度の向
上を図りました。
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女性部の次世代組織「フレッシュ
ミズ出雲」が22名で設立した。コ
ロナ禍により中止した活動もあっ
たが2回実施し交流を深めた

① 新規就農者と地域の担い手の育成支援

③ 営農指導の充実・強化

① くらしの活動による組合員・地域住民の総合的な支援

ア．関係機関と連携して、新規就農者の
確保・育成

ア．つや姫・きぬむすめへの品種誘導

ア．営農指導員の資質向上

イ．園芸産地の拡大と農家所得の最大化

イ．「地区担い手育成ビジョン」に基づい
た営農組合設立・協業化・法人化支援

イ．若手営農担当者を中心に水稲展示圃
での生育調査に併せ、スキルアップと
現場対応力の強化

ア．女性部組織の活性化支援対策として
「いずもＪＡ女子大学」の充実を図り、
その卒業生を中心とするフレッシュミ
ズとのアクティブメンバーシップの強
化

ウ．「出向く営農指導」体制強化
　 組合員ニーズの把握と提案活動によ

る組合員満足度の向上

ウ．リースハウス事業の取組み強化によ
る新規生産者及び既存生産者の規模
拡大

エ．ラピタ農産物直売会の新規会員獲得
と売場活性化及び市内関係直売所

（直販野菜）との連携強化による直売
事業の拡大

ウ．農地中間管理機構を活用した農地の
集団化と担い手への農地斡旋を実施

オ．補助事業等を有効活用し飼養頭数の
維持、拡大支援

カ．美味しまね認証取得品目の拡大と上
位認証（美味しまね認証ゴールド）へ
の移行及び取得

イ．魅力ある「いずもＪＡシニア女子大学
みずき」の運営支援を行い、受講生・
地域住民への貢献と地域の活性化

ウ．各地区において「農業まつり」を開催
し、地域住民への安全で安心な農畜
産物の提供及び地元産品のPR

エ．組合員の親睦と交流を目的とした「組
合員囲碁将棋大会」の開催

② 販売高 100億円をめざす農畜産物の振興

新規就農者

作付面積

畜産販売目標

15 名 15名
（うち8名は認定新規就農者）

特産販売目標 40億1,600万円 40億2,663万円

27億円

210経営体
4,800回

-

生育調査：5回
坪刈り調査：4回

-

-

-

29億901万円

つや姫　150ha
きぬむすめ 　　　
　　　1,500ha

つや姫　　　  135ha
きぬむすめ　1,402ha

組織化
協業化
法人化

4件 組織化2件

新規：小豆（ゴールド団体認証）
上位認証へ移行：ブロッコリー
　　　　　　　（4名）
米（ゴールド個人認証）審査中

生育調査：6回実施
坪刈り調査：6回実施

新型コロナウイルス感染拡大により
農業まつりは各地区ほぼ中止となっ
た。代替イベントとして昨年度に引き
続き抽選で3,000名に景品があたる

「ぐるっとキャンペーン」を実施した

コロナ禍により延期した講座
もあったが、概ね予定どおり
実施し運営支援を行った

ぶどう
菌床しいたけ
アスパラガス

15億円
4億2,000万円

　　 8,000万円

ゴールド取得
　1品目
新規認証
　1品目

16億1,602万円
　4億3,988万円
　　　6,986万円

直売事業
うちラピタ産直
うち直販野菜

生育調査
坪刈り調査

第6期いずも
ＪＡ女子大学の運営と

ＯＧとの連携強化

5億9,000万円
4億6,000万円
1億3,000万円

5億7,050万円
4億3,586万円
1億3,463万円

216経営体
4,939回

新型コロナウイルス感染拡大
により中止

担い手への
農地集積率

上位認証取得

新規認証取得

訪問先
訪問回数

第3期いずも
ＪＡシニア女子

大学みずきの運営支援

各地区開催

2月開催

64％ 63%

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和3年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

営

農
・
農

業

振

興

く
ら
し
の
活
動

令和3年度　事業活動の内容

ニューフェイス研修：5名
ニューフェイス研修
スペシャリスト研修
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② 「助け合い」を基軸とした高齢者福祉の強化

イ．｠やすらぎ会員に「サービス A」の「利
用者を楽しませる演技などをする場の
提供」により活躍を促し、活性化を支援

ア．地産地消の推進を目的に「いずも食
材の日イベント」として地元農畜産物
の店頭販売、料理教室、食農体験の実
施

イ．各地区・組織等と連携して小・中学生
を対象とした食農教育イベントの開催

ア．健診受診促進により組合員健康診
断、人間ドック、担い手ドックの実施と
健康管理センターの利用促進

イ．農業者、女性部に対する健診受診促
進により「農業者・女性部健診」の実
施

ウ．「家の光」、「地上」、「ちゃぐりん」と日本
農業新聞をJA役職員と組合員・地域
住民をつなぐ教育資材と位置づけた、
計画的な普及運動と記事活用の実践

ア．介護予防事業として「出雲市通所型サー
ビスA・C」を受託し「いきいき体操教室」
を３会場、「遊友教室」を１会場で実施

区
分

く

ら

し

の

活

動

信

用

事

業

① 農業メインバンク機能の強化

申込者維持率

家の光三誌普及率

記事活用の実践

日本農業新聞普及率

定員の80％以上
いきいき体操教室1,019名、遊
友教室375名の参加であり定
員の約60%の参加
コロナ感染状況を鑑み教室の内
容をスタッフでの対応としたため、
やすらぎ会各支部の参加はなし

料理教室1回
食農体験ツアー(梨)1回
店頭での特設コーナー設置
　　　　　　　　　　4回

37.50%

8会場実施（968名受診）

4日間実施（244名受診）

田植え体験やぶどうの収穫、梨狩
り、あぐりキッズスクール等6回実施

実施数 月1回以上

3回以上

37.50%

42回3回以上

11.40%11.50%

8会場

20回以上

4日間
合計250名

実施数

実施数

提供数

② 生活メインバンク機能の強化

③ 利用者保護と地域貢献

ア．農業経営に必要な資金を迅速に提供
し、ＪＡグループ自己改革のメニューで
ある「農業所得増大」「農業生産の拡
大」への貢献と農業融資の伸張

ウ．「農業金融プランナー」資格取得や研
修制度の活用による、多様化する農
業者の金融ニーズに対応できる人材
の育成

ア．利用者ニーズに応じた生活関連資
金、特に住宅ローン、マイカーローン
をタイムリーに提供するため、支店や
外務活動を通じた組合員・利用者との
関係の深化と事業基盤強化

イ．年金を始めとした組合員・利用者の貴
重な財産を守り育てる商品・サービス
の提供と、個人の預かり資産の増強

イ．TACをはじめとした営農担当部署と
の事業間連携を一層強化し、総合事
業の強みの発揮

農業金融プランナー
資格新規取得者

30億円

5名

農業貸出金残高

547億円個人貸出金平残

-継続実施

2,209｠億円個人貯金平残

TACミーティングに参加し情報の
収取や共有化を図る等、営農担当
部署との連携強化に努めました

個人貯金平残　2,204憶円

ア．組合員・利用者の財産を守るため、多様
化する特殊詐欺防止に向けた職員の金
融機能不正利用防止意識の更なる向上

‐継続実施 金融機能不正利用防止につい
て職員の意識向上に努めました

ウ．次世代層との関係強化のため、非対
面取引を含めたあらゆるチャネルを活
用した複合取引の拡大

584件
個人インターネット
バンキング契約
新規獲得件数

個人インターネットバンキング
新規契約件数 436件
契約総数 2,921件

農業貸出金残高
30億9千万円

個人貸出金平残　544億円

新規資格取得者数 7名
農業金融プランナー総数 
　　　　　　　　　 29名

③ 食と農を基軸とした支店協同活動と地産地消への取り組み

④ 健康長寿を目指した健康管理活動の実施

実　　施　　事　　項 目　標　値（令和3年度）
指　標

取組結果
実績値数　値

実施数
受診者数
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④ 業務基盤強化

ア．各種出納機器や管理機器の導入と支
店業務の軽減と適正化による、事務の
堅確化

イ．業務体制の整備によるスリムで効率
的な事業運営体制の構築

区
分

信

用

事

業

共

済

事

業

集金業務を大幅に縮小し、経
営の健全化や業務の効率化に
取り組みました。各種出納機器
等の導入については、令和6年
度に導入される新営業店シス
テムを見据え差し控えました

新たに19台のＡＴＭを硬貨対
応化とし、事務の効率化と組合
員・利用者の利便性向上に努
めました

継続実施 -

継続実施 -

イ．出雲市指定金融機関としてのサービ
ス向上と、各種協賛を通じた地域貢献
への取り組み

‐継続実施

出雲市から委託を受け、「出雲
の飲食店応援プレミアム付食
事券」の換金業務を行い、地域
貢献の一役を担いました

① 重点施策分野への取り組み強化と組合員・利用者との接点強化

②  事業推進体制のあり方・新たな推進チャネルの確立

ア．地域イベントの積極的関与や事業  
PRの実施による、次世代・ニューパー
トナーとの接点強化

イ．組合員・利用者サービスの向上とコン
プライアンス遵守の徹底

ウ．ＪＡしまね共済事務センターと各支店
の円滑な事務連携による、組合員・利
用者サービスの向上

エ．契約者フォロー活動や、健康・福祉
サービス活動のPRと、地域社会貢献
を通じた“絆づくり”による推進活動
の実施

こども倶楽部新規234名　　
　　　　　　　　　　　　　
ニューパートナー実績1,179人

長短期計96.39％　　　　　
（うちＬＡ99.84％）

290名

1,880件

県域共通目標値引受審査迅速化

18,847世帯
（前年度18,525世帯）

＜引受処理日数実績＞　　　
・生命2.17日　　　　　　
・建更1.69日
・自動車3.31日（代理店含む）
・自賠責4.70日（代理店含む）

16,300世帯3Q訪問件数

ペーパーレス手続
100％実施

Lablet’s 機能の
全面活用

こども倶楽部会員
獲得数

ニューパートナーズ
目標

ア．ワンストップサービスの実現を目指し
た渉外体制の効果的運用

イ．農業リスク診断活動の取り組み強化
による農業者を取り巻くリスクの解消

ウ．スマイルサポーターを中心とした支店
恒常チャネルの活性化

エ．共済代理店支援による自動車共済を
入り口とした事業基盤の拡大

複合渉外69名による信用・共
済の総合的な提案活動を実施

①実施世帯数356件、成約実
績1,119件　　　　　　　　
②窓口でのスマイル活動や認
定農業者へ農業リスクアン
ケートを実施

完全複合渉外
69名体制スタート

16億7,500万円自動車共済掛金額
意識向上のための担当者会や
地区本部独自の自動車共済支
店競励を実施し、16億5,091
万円の実績

345世帯
農業リスク診断

活動実施
世帯数及び成約件数

エリア分析による
人員配置

実　　施　　事　　項 目　標　値（令和3年度）
指　標

取組結果
実績値数　値
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② ＪＡとして地元スーパーの強みを生かした店舗展開

③ 人材マネジメントの強化による、経営基盤拡充とサービス向上

④ 葬祭事業・旅行事業のサービス向上・充実

イ．地域特性に応じた店舗運営のため
に、協栄会（ラピタ納入業者組織）と緊
密な連携を図り、地域ブランドの構築
と定着の推進

ア．内部研修や農協流通研究所、AJS
（オール日本スーパーマーケット協会）
などの外部講習会を活用した職員資
質の向上と専門性の強化

ア．各組織団体（生活購買運営委員、女
性部等）との積極的な意見交換による
商品推進の実施

区
分

生活購買運営
委員会の開催

計画的な教育
研修の実施

1回実施（コロナ禍により開催
を見送ったため減りました）

外部講習会を利用して職員の
資質向上に努めました

コロナ禍の影響により、イベン
ト等の開催未実施

４回

地域ブランドの構
築を目的としたイ
ベント等の開催

-

-

イ．機構改革・システム更新の実施によ
る、業務効率の改善と働き方改革、生
産性の向上

POSシステムの
更新検討

要件書案の作成およびスケ
ジュールを協議しました-

③ 損害調査サービスの品質向上

① 事業の効率化や安定的な事業利益の充実を図り、赤字の縮小と黒字の拡大

ウ．ラピタ小規模店舗（佐田・多伎・湖陵・
大社店）の方向性と戦略、収支構造改
善

エ．事業の効率化や販売促進方法、段階
的にサービス内容の見直し等の実施

ア．事故受付・初動対応の充実・強化によ
る契約者への安心と満足の提供｠｠｠

イ．地区本部間・中四国間ネットワークの
連携強化による日中現場急行の充実

ア.｠生鮮部門の品揃え、仕入れや販売方
法等の見直しを行い利益の改善

イ．ラピタ戦略店舗（本店・はまやま・みな
み・ひらた店）の競合店対策

共

済

事

業

購
買
事
業
（
生
活
部
）

96.75%

94.26%

県域共通目標値

県域共通目標値

利用者満足度

利用者満足度

96億円 95億4千4百万円店舗購買品
供給高

実　　施　　事　　項 目　標　値（令和3年度）
指　標

取組結果
実績値数　値

イ．利用者要望に応じた葬儀スタイルを
提案できる職員の業務スキル向上、専
門職員の育成

ウ．参加型イベントなどを積極的に開催
し、ＪＡ葬祭事業の認知度向上と広報
誌等を活用したメモリア会員制度の
周知

エ．旅行企画の情報提供

982件
61％

964件
60.4％

‐
島根県内の旅行を中心に農協
観光と連携した情報提供を実
施しました

農協観光との連携
強化と組合員サー
ビスの充実

葬儀施行件数
シェア

ア．多様化する葬儀ニーズや環境の変化
に対応した会館の改修・整備の実施
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区
分
① 「安全・安心・快適」な自動車燃料事業の展開と基盤の確立

① 経営基盤強化

② 組織基盤強化

イ．給油所の運営体制の強化と収支改善

ウ．石油施設の保守修繕と安全管理の強
化

ア．LPガスの検針・保安業務における低
コスト広範囲対応機器の導入による
業務効率化

オ．ＪＡ内各事業との連携の強化と新たな
車両購入メニューの提案

ウ．有線放送事業の廃止

エ．各種自動車キャンペーンの開催とネッ
トオークションの拡大による車両販売
台数の確保

ア．地区本部業務のスリム化及び効率化
を踏まえた収支改善

ア．不祥事再発防止に向けたコンプライ
アンス遵守態勢の強化

イ．持続的かつ安定的な事業展開をす
るための店舗再編

購
買
事
業
（
自
動
車
燃
料
）

地

区

本

部

運

営

事業･業務改革断行

コンプライアンス
研修の実施

事業規模に応じた
店舗機能の検討

施設撤去工事着工

-

-

-

-

120台 700台新機器導入台数

◎事業管理費の削減と業務効
　率化の検討
　・業務集約の検討
　・コロナ禍に伴う非対面　
　　ツールの開発、導入
　・コンサル導入によるコスト
　　削減（電力費・印刷費・マッ
　　トなど）

・コンプライアンス全体研修
9回、職場研修12回の実施

・役員によるコンプラ意識醸
成のための事業所巡回実施

・連続職場離脱の実施（712
名）

・ヘルプライン制度改正によ
る不祥事未然防止対策の強
化

◎将来的な店舗再編構想計画
　の策定
　『中学校区域単位での1拠点
　を基本とする店舗再編』
・令和4年度の計画策定
　①7支店のブランチインブラ
　　ンチ化（店舗内店舗）
　②ふれあい店14店の無人
　　 化

6地区撤去完了　　                  
（上津、川跡、鳶巣、高浜、乙立、
神西）

250台 216台車販売
（新車・中古車）

15,900kℓ 15,969kℓ燃料油供給
数量計

実　　施　　事　　項 目　標　値（令和3年度）
指　標

取組結果
実績値数　値



 中部営農センター　
（１）地区担い手協議会と連携し効率的な農地
活用を進め、担い手や法人・集落営農組織の
体制支援に取り組みました。

　○集積率　58.6％
　○新規就農者　1名

（２）生産コスト削減に向け、生産資材の車取り・
直取りや大口取引に取り組むほか、土壌分析
による適正施肥の提案を行う等、農業所得の
維持拡大に取り組みました。

　〇生産資材供給実績（大口取引）　　　　　　
　　　　　　　　　　 実　績　　前年実績

　　グリーンソイル20㎏袋   3,831袋   （3,572袋）
　　　　　　 1ｔフレコン　  20本 （21本）
　　 500㎏フレコン　　  70本   （81本）
　　水稲肥料　 　 　　　3,142袋 （3,366袋）
　　改良剤　200㎏フレコン 299本 （222本）
　　農薬（大型規格40㎏）　　37袋　   （68袋）

　〇土壌分析による適正施肥の提案
　　　　　　　　　　　 実　績　　前年実績
　　土壌分析数　　特産　 86点     （101点）
　　　　　　　　　農産　  55点 （24点）

（３）地域別、品目別の栽培技術の確立や課題解
決に向け、農業指導センターとの連携による
実証試験等、生産性の向上に取り組みました。

　〇水稲肥料・除草剤の展示圃及び実証試験の
　設置

　　肥料試験　　　　　　　 4点　
　　除草剤試験　　　　　　 3点
　　箱処理試験　　　　　 　1点
　　つや姫高品質栽培試験 　1点

　〇ブロッコリーの栽培者拡大に向けて講習会
　の開催

　　栽培講習会：3回開催　新規栽培者：1組織
　栽培面積：3.4ha

　〇かぼちゃ試験栽培の実施
　　栽培講習会：3回開催　
      新規栽培者：2名、1組織　栽培面積：6a

（４）良質米生産に向けた各種研修会を開催し、
情報提供を迅速に行う等、出向く営農指導体
制に取り組み、安全・安心な米づくりを進めま
した。

〇栽培講習会の適時開催
　水稲栽培暦説明会　　　　  7会場　　
　水稲育苗講習会　　　　　  1会場
　水稲青空座談会1回目 　　  7会場　　
　水稲青空座談会2回目　　 14会場
　適期刈り取り講習会　　　   1会場　　
〇営農相談日を活用した情報提供の充実
　相談件数　　451件

（５）農業体験・食農教育活動を通じて地域交流
を図り、魅力ある農業の情報発信に努めまし
た。

　〇中部ブロック園芸教室　
　　2会場で実施（各会場年間5回開催）
　〇ラピタ直売会会員の維持拡大　
　　実績117名（目標会員数130名）
　〇食育活動　　
　　北陽小学校（野菜づくり体験）
　　今市幼稚園（バケツ稲づくり）
　※教職員対象栽培講習会についてはコロナ禍

　により中止

 東部営農センター　
（１）営農組織や担い手と連携を図り、農地中間
管理事業を活用した農地集積に取り組みまし
た。また、地域の担い手への支援及び新規就
農者の育成に取り組みました。

　○農地集積率　67.6％

（２）ブロッコリーの産地再生ビジョンを実践し、
産地振興を図りました。

　〇栽培面積　59ha（新規部会員　4名）
　〇機能性農産物スーパーブロッコリー（出雲　

　フォルテ）の取り組み　3.6ha

令和３年度　営農センター活動報告

事
業
報
告（
出
雲
地
区
本
部
）

20



 西部営農センター

（３）柿については、度重なる自然災害、病害虫の
発生により生産量は減少しました。全国的な
秋果実不足で販売単価が好調であったもの
の、部会目標の販売額3億円を上回ることはで
きませんでした。（2億6千7百万円）

　〇国の改植事業を使用し、1.0haを新植・　　
　0.39ha改植

　〇干し柿加工　71万個（計画対比83％）
　〇西条柿の輸出　
　　シンガポール・香港へ約1.3ｔ
　〇干し柿加工施設2カ所にてＨＡＣＣＰ（危害

　分析・重要管理点方式）の実践
　〇新たな乾燥機（平棚式）の導入による生産コ

　ストの軽減　約70,000個製造

（４）宍道湖西岸国営事業に係る営農計画の実
践に向け取り組みました。

　〇小豆栽培の実践　　14.0ha
　〇ブロッコリー栽培の推進（西岸地区）　　　

　19.6ha
　〇玉ねぎ栽培の安定化及び販路の確立　　

　15.0ha

（５）地域特産品の有利販売に向け、部会と連携
し、リモート会議による販売要請活動、販売促
進資材の配布によるＰＲ活動を行いました。
 
（６）地域農産物の生産性向上を図るため、関係
機関と連携し、実証圃の設置と栽培技術の確
立に取り組みました。

　〇水稲　肥料・除草剤試験の実施
　〇小豆　実証圃の設置
　　　　 　（除草対策・収穫機の実証）
　〇ブロッコリー　品種試験の実施
　〇玉ねぎ　機械化体系、栽培技術及び販路の

　　　　　　確立
　〇里芋　面積拡大及び販路の確立

（７）地域農業の活性化の為、推進活動や野菜作
り講習会を行いました。

　〇県と連携した水田園芸作物の推進実施
　〇野菜作り講習会の開催　　
　　2回（コロナ禍により開催数減少）
　〇ラピタ直売会新規加入者　6名

（１）営農組織や担い手と連携し、農地中間管理
事業を活用しながら農地集積に取り組みまし
た。また、地域の担い手への支援を行いました。

　○農地集積率　67.3％
　○新規就農者　10名

（２）良質米生産に向けた取り組みを行いました。
　〇各種講習会の開催　
　　・青空座談会　9会場　
　　 （6月　2会場、 7月　7会場）
　○タイムリーな栽培情報提供を行いました。
　　・各種講習会　3会場（育苗・刈取・防除暦）
　　・毎月発行の営農だより
　　・グリーンセンターに掲示板を設置し、水稲

　  栽培のポイントなどの掲示

（３）『出雲ぶどう産地活性化プラン』を実践し、
振興を図りました。

　○生産者の維持  　　　335名　　　　　 
　　　　　　　（計画　335名）

　○新規就農者の確保 　　　7名
　　　　　　　　　　　（計画　4名）

　○栽培面積の維持　　　117.6ha      　
　　　　　　　　  （計画　117.6ha)
　○販売高　　　　16億1,602万円 
　　　　　　　　　 （計画　15億円）

（４）出雲ぶどうの単価向上を図り、農業所得の
増大に取り組みました。

　○デラウェアの単価向上　
　　・1,474円/㎏（計画1,300円/ｋｇ）
　○実需者の要望に応えた5月出荷誘導
　　・5月下旬までの出荷量　161.5ｔ
　　     　　　　　　　（前年144.5ｔ）
　○「恋ぶどう（出雲オリジナルブランド）」の確

　立とPR。
　・エクセルホテル東急（松江）でのスイーツ

　　　フェアに協賛
　○優良系デラウェアのさらなる普及と、デラ　　

ウェアとシャインマスカットの生産両立モデル
      の企画
　　・ぶどうハウス新規（シャインマスカット）・・・

　  2棟（22.6a）
　　・新植（普通デラ・・・84本）
　　・改植（デラ→優良系デラ・・155本　
               デラ→シャイン・・182本）

令
和
3
年
度 

営
農
セ
ン
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 河南営農センター
（１）農地中間管理事業を活用し、営農組織や
担い手への農地集積を図りましたが、優良農
地の宅地化等により集積率は減少しました。
また、新規認定農業者や新規就農者の育成
支援に取り組み、地域農業の活性化を図りま
した。

　〇農地集積率　42.4％
　〇認定農業者（新規就農者）　5名

（２）地域ブランド産品の生産維持・拡大に取り
組みました。
　「多伎いちじく」は、管理作業や収穫時間の大
幅な削減が期待される新たな整枝法「H型整
枝法」の実証試験に着手しました。
　「西浜いも」は、観光いも掘り農園への観光バ
ス誘致がコロナ禍により実施出来ませんでし
たが、近場で密にならない手軽なレジャーとし
てＰＲ活動を実施した結果、観光いも掘り農園
は大勢の個人客で賑わいました。

　〇多伎いちじく　
　　「H型整枝法」の実証試験圃
　〇観光いも掘り農園　
　　販売区画数702区画（前年478区画）

（３）地域特産振興として、新規生産者の確保や
面積拡大、生産技術の向上など生産部会や関
係機関と連携し取り組みました。
　「きゅうり」は、新規栽培者3名増加による面積
拡大が図られ、過去最高の販売高となりまし
た。一方、「神門梨」では春先の霜による影響と
8月の台風による落下の被害を受けたことか
ら販売実績が低迷しました。

　〇多伎いちじく　販売実績　6,912万円　
　〇神門梨　　　　販売実績　  451万円
　〇きゅうり　　　販売実績　8,410万円　
　〇西浜いも　　　販売実績　2,458万円

（４）「年金＋α農業のすすめ」として、新たな農業
者の養成を目的とした「河南ブロック農業入
門講座」は、コロナ禍ではありましたが感染予
防対策を徹底のうえ開催し、ラピタ直売会へ
の新規加入など新たな販売農家の育成に努め
ました。

　〇農業講座開講回数　3回
　〇受講者数　20名

（５）農産加工事業については、コロナ禍の影響
を引き続きうけ、県外消費地での需要の落ち
込みや地元お土産店舗の休店による販売不
振、さらに多伎いちじくの不作から加工原料の
不足傾向も重なり、主力商品である干しいちじ
くの減産など厳しい販売環境となりました。

　〇加工製品販売高　4,351万円

（５）スマート農業の実践による省力化を推進し
ました。

　　・ハウスモニタリング・・・・・・1件（1圃場）
　　・潅水同時溶液土耕システム・・・
                                      11件（16圃場）
　　・出雲市のチャレンジ事業の説明

（６）ＪＡしまね推進作物の販売高の向上を目指
し、面積拡大に取り組みました。

　○栽培面積
　　・キャベツ2ha、ブロッコリー2.6ha、
　　 アスパラガス4ha、白ネギ53a

（７）「年金＋α農業のすすめ」として園芸教室
や、食や農業への関心を深めるための食農活
動を通じ、魅力ある農業の情報発信に努めま
した。

　〇園芸教室　　
　　農業三昧（野菜・果樹） 　
　　年間6回開催（26名）
　〇食育活動
　　米づくり体験（小学校）3校
　　野菜づくり体験（幼稚園・小学校） 3校
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 南部営農センター
（１）営農組織や担い手と連携し農地中間管理
事業を活用し、農地集積に努めました。また、
地域の担い手育成支援を行いました。

　○農地集積率　34.8％　　
　○認定農業者　1名　　新規就農者　2名

（２）特産振興として機能性農産物（エゴマ・金時
生姜・アシタバ）とブロッコリーの栽培指導を
行いました。機能性農産物では不作付地の解
消と農業所得増大に向け、栽培講習会や反省
会等を開催し情報提供を行うとともに、栽培
指導を目的とした圃場巡回を実施しました。ま
た、ブロッコリーでは水田園芸チャレンジ事業
を活用し栽培推進を図りました。

　〇エゴマ　   栽培面積 3.4ｈａ　
　　　　　　   栽培講習会・現地講習会　4回
　〇金時生姜　栽培面積 13.9ａ
　　　　　　　栽培講習会　1回
　〇アシタバ　 栽培面積 1.4ａ 　
　　　　　　　栽培講習会　1回
　〇ブロッコリー　
　　　　　　　栽培面積　春作30a　秋作1ha

　　　　　　（うち出雲フォルテ　18a）

（３）優良雌牛の導入や更新による優良子牛の生
産に取り組むとともに、耕畜連携によりＷＣＳ
を供給し、畜産農家の生産コスト削減及び耕
作放棄地の解消に取り組みました。

　〇子牛出荷　出荷頭数　203頭
　　　　　　　　（前年実績  196頭）　
　　　　　　　販売高　　1億6,158万円
　　　　　　　（前年実績  1億3,206万円）
　〇酪農生乳　　出荷量　   1,688ｔ
　　　　　　　（前年実績  1,714ｔ）
      　　　　　販売高　　2億1,208万円
　　　　　　　　（前年実績  2億1,473万円）
　〇ＷＣＳ　　　栽培面積　12.0ha
　　　　　　　　（前年実績  12.0ha）
　　　　　　　供給本数　801本
　　　　　　　　（前年実績  808本）

（４）菌床しいたけは、各種研修会、巡回指導強化
により収穫量増加と品質向上に取り組むとと
もに生産者増加に向け推進を行いました。

　〇菌床数　　　　　　　110,041菌床
　　　　　　　（前年実績　109,792菌床）
　〇販売高　　　　　　　　 9,188万円
　　　　　　　（前年実績　1億239万円）

（５）柚子の収量・品質向上を目的に生産組合内
で作業料金表を策定し作業効率化に努めまし
た。また、生産組合内に加工部門を新設し、搾
汁加工事業の安定化を図り生産者の所得向上
に取り組みました。

　〇出荷重量　11,208kg　　
　〇果汁生産量　119個/18㍑

（６）営農組合や担い手農家間の連携を推進し、
耕作放棄地の解消及び経営改善に向けた地区
ごとの営農組合意見交換会、研修会を開催し
ました。また、水田園芸作物の推進に取り組み
ました。

　〇ブロッコリー　1ha　　　
　〇かぼちゃ　10a

（１）農地中間管理事業を活用し、営農組織や
担い手への農地集積を図りましたが、優良農
地の宅地化等により集積率は減少しました。
また、新規認定農業者や新規就農者の育成
支援に取り組み、地域農業の活性化を図りま
した。

　〇農地集積率　42.4％
　〇認定農業者（新規就農者）　5名

（２）地域ブランド産品の生産維持・拡大に取り
組みました。
　「多伎いちじく」は、管理作業や収穫時間の大
幅な削減が期待される新たな整枝法「H型整
枝法」の実証試験に着手しました。
　「西浜いも」は、観光いも掘り農園への観光バ
ス誘致がコロナ禍により実施出来ませんでし
たが、近場で密にならない手軽なレジャーとし
てＰＲ活動を実施した結果、観光いも掘り農園
は大勢の個人客で賑わいました。

　〇多伎いちじく　
　　「H型整枝法」の実証試験圃
　〇観光いも掘り農園　
　　販売区画数702区画（前年478区画）

（３）地域特産振興として、新規生産者の確保や
面積拡大、生産技術の向上など生産部会や関
係機関と連携し取り組みました。
　「きゅうり」は、新規栽培者3名増加による面積
拡大が図られ、過去最高の販売高となりまし
た。一方、「神門梨」では春先の霜による影響と
8月の台風による落下の被害を受けたことか
ら販売実績が低迷しました。

　〇多伎いちじく　販売実績　6,912万円　
　〇神門梨　　　　販売実績　  451万円
　〇きゅうり　　　販売実績　8,410万円　
　〇西浜いも　　　販売実績　2,458万円

（４）「年金＋α農業のすすめ」として、新たな農業
者の養成を目的とした「河南ブロック農業入
門講座」は、コロナ禍ではありましたが感染予
防対策を徹底のうえ開催し、ラピタ直売会へ
の新規加入など新たな販売農家の育成に努め
ました。

　〇農業講座開講回数　3回
　〇受講者数　20名

（５）農産加工事業については、コロナ禍の影響
を引き続きうけ、県外消費地での需要の落ち
込みや地元お土産店舗の休店による販売不
振、さらに多伎いちじくの不作から加工原料の
不足傾向も重なり、主力商品である干しいちじ
くの減産など厳しい販売環境となりました。

　〇加工製品販売高　4,351万円
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令
和
3
年
度 

事
業
報
告

令
和
3
年
度 

事
業
報
告

1 .事 業 総 利 益
   信用事業収益
   信用事業費用
信用事業総利益
   共済事業収益
   共済事業費用
共済事業総利益
   購買事業収益
   購買事業費用
購買事業総利益
   販売事業収益
   販売事業費用
販売事業総利益
   保管事業収益
   保管事業費用
保管事業総利益
   加工事業収益
   加工事業費用
加工事業総利益
   利用事業収益
   利用事業費用
利用事業総利益
   葬祭事業収益
   葬祭事業費用
葬祭事業総利益
   宅地等供給事業収益
   宅地等供給事業費用
宅地等供給事業総利益
   その他事業収益
   その他事業費用
その他事業総利益
   指導事業収入
   指導事業支出
指導事業収支差額

2 .事 業 管 理 費
   （1）人件費
   （2）業務費
   （3）諸税負担金
   （4）施設費
   （5）その他管理費
事     業     利    益

3 .事 業 外 収 益
4 .事 業 外 費 用

経  常  利  益
5 .特 別 利 益
6 .特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等
当  期  剰  余  金

（単位：千円）
科　　　　　目 令和2年度（Ａ） 令和3年度（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

7,701,315
2,815,122

243,570
2,571,552
1,693,218

194,401
1,498,817

14,787,482
12,054,563
2,732,918

662,033
366,522
295,510
21,529
1,784

19,745
96,937
70,939
25,998

448,104
235,216
212,887
874,392
497,563
376,829
17,497
1,021

16,476
64,253
59,918
4,335

176,350
230,105

△ 53,754
7,255,362
4,764,789

653,877
303,872

1,494,501
38,322

445,952
523,459
82,738

886,673
138,687
189,276
836,084
88,174

747,909

7,391,446
2,638,132

312,081
2,326,051
1,677,923

188,438
1,489,484

14,927,989
12,237,594
2,690,395

701,951
405,289
296,662
25,070
3,091

21,978
87,932
77,752
10,179

488,836
247,935
240,901
840,407
482,576
357,831
10,199

494
9,704
6,850
6,418

431
147,473
199,648

△ 52,175
7,164,892
4,704,270

673,720
276,365

1,475,563
34,973

226,553
545,431
120,046
651,938
113,947
442,249
323,636
47,045

276,591

△ 309,868
△ 176,990

68,511
△ 245,501
△ 15,294
△ 5,962
△ 9,332
140,507
183,030

△ 42,522
39,918
38,766
1,151
3,540
1,307
2,233

△ 9,005
6,812

△ 15,818
40,732
12,718
28,013

△ 33,984
△ 14,987
△ 18,997
△ 7,297

△ 526
△ 6,771

△ 57,403
△ 53,499
△ 3,903

△ 28,877
△ 30,456

1,579
△ 90,469
△ 60,518

19,843
△ 27,506
△ 18,938
△ 3,348

△ 219,399
21,972
37,308

△ 234,734
△ 24,739

252,972
△ 512,447
△ 41,128

△ 471,318

損益の状況

（注）1.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　2.本店配賦額を含む。
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事業別の明細

（注）1.取扱高は受託販売品と買取販売品（ＪＡしまね米）の合計。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

（注）1.畜産素畜は含まない。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

（注）1.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　2.本店配賦額は含まない。

ＪＡしまね米（買取）
ＪＡしまね米（受託）
加 工 用 米
ふるい下米穀
　 麦 　
そ 　 ば
大    豆
飼 料 用 米
そ の 他 穀 類
農 産 計
ぶ ど う
　 柿 　
い ち じ く
　 梨 　
プ ル ー ン
そ の 他 果 樹
メ ロ ン
い ち ご
ブロッコリー
青 ネ ギ
アスパラガス
き ゅ う り
甘 　 藷
近 郊 野 菜
直 販 野 菜
共 販 野 菜
花    卉
菌床生しいたけ
き の こ 類
ラ ピ タ 産 直
そ の 他 特 産
特 産 計
肉    牛
子    牛
生    乳
鶏    卵
ス モ ー ル 牛
畜 産 計
合 計

品　　目

（単位：千円、％）
取 扱 高

334,707
851,236
32,443
50,592
25,790
27,124
2,713

49,794
24,498

1,398,901
1,616,023

267,745
73,869
4,512
2,031
7,183

12,499
4,110

128,237
51,803
69,863
84,106
24,587

318,788
134,630
100,189
64,021

439,888
127

435,866
186,546

4,026,634
562,722
456,345

1,418,427
338,062
133,461

2,909,019
8,334,554

111.9
90.1
47.6
68.8
93.3

272.5
134.6
133.0
174.6
94.7

110.2
84.2

102.2
161.8
40.7
91.3
88.2

150.9
96.4
95.2
99.1

112.3
121.3
94.9
93.1

112.5
102.1
101.7
69.8
97.3

115.7
102.8
108.6
102.9
103.2
109.0
90.2

104.1
101.8

令和4年
３月末（Ｂ）

299,148
944,870
68,122
73,489
27,632
9,953
2,016

37,448
14,034

1,476,715
1,466,849

317,986
72,282
2,788
4,985
7,866

14,169
2,724

132,962
54,415
70,512
74,866
20,264

335,856
144,622
89,089
62,683

432,662
182

447,782
161,254

3,916,810
517,952
443,297

1,374,616
310,217
147,976

2,794,060
8,187,586

令和3年
３月末（A）

前年対比
（B）/（A）

前年対比
（B）/（A）

◆販売事業 ◆購買事業

◆保管事業

肥 料
農 薬
飼 料
施 設 資 材
小 計
店舗購買品
生活購買品
自 動 車
石 油 類
Ｌ Ｐ ガ ス
小 計

合 計

生
産
資
材

生
活
用
品

購買品供給高

374,268 
286,604 
388,479 
717,735 

1,767,088 
9,544,778 

16,035 
254,798 

1,943,057 
737,609 

12,496,279 
14,263,367 

105.4 
97.5 

117.9 
99.5 

103.9 
96.6 

101.1 
95.5 

124.1 
103.9 
100.4 
100.9 

令和4年
３月末（Ｂ）

前年対比
（B）－（A）

令和4年
３月末（Ｂ）

種 類

（単位：千円、％）

保   管   料
荷   役   料
保 管 雑 収 入
　 計 　
保 管 材 料 費
保 管 雑 費
　 計 　
差 引

種　　　　　類

収

　
　益

費

　
　用

金　　額
（単位：千円）

22,157
2,895

18
25,070
1,806
1,271
3,077

21,993

354,974 
293,920 
329,578 
721,691 

1,700,165 
9,884,827 

15,855 
266,688 

1,565,220 
709,831 

12,442,423 
14,142,588 

令和3年
３月末（A）

令和3年
３月末（A）

18,541
2,861

127
21,529

605
1,170
1,775

19,753

3,616
34

△ 109
3,541
1,201

101
1,302
2,240
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◆加工事業・利用事業・葬祭事業・宅地等供給事業・その他事業

◆信用事業

加工事業（いちじく） 
利 用 事 業

葬 祭 事 業
宅 地 等 供 給 事 業
そ の 他 事 業

カ ン ト リ ー
育 苗 センター
ラ ピ タ 会 場
コ イ ン 精 米
菌 床 椎 茸 施 設
パッキング施設

観    光
有線・情報いずも
福 　 　 祉
人 工 授 精

出 雲 支 店
出雲市役所支店
上 津 支 店
大 津 支 店
塩 冶 支 店
四 絡 支 店
高 浜 支 店
川 跡 支 店
平 田 中 央 支 店
灘 分 支 店
国 富 支 店
西 田 支 店
平 田 東 支 店
高 松 支 店
長 浜 支 店
大 社 支 店
荒 木 支 店
遙 堪 支 店
神 西 支 店
神 戸 川 支 店
多 伎 支 店
湖 陵 支 店
朝 山 支 店
稗 原 支 店
佐 田 支 店
合    計

28,299 
27,375 
3,616 
8,220 

15,279 
12,800 
7,744 

11,722 
18,594 
6,815 
5,809 
7,394 
8,374 

13,953 
10,246 
15,889 
7,426 
4,128 
7,564 

15,472 
10,039 
10,880 
6,494 
4,102 

10,478 
278,712     

13,993 
8,757 

483 
3,702 
4,705 
6,737 
1,537 
4,312 
2,723 

799 
989 
485 

1,120 
4,779 
1,654 

977 
2,247 

798 
1,081 
3,536 

786 
1,598 

759 
624 

1,062 
70,243 

部　　　門

605
240,902
117,038
13,138
8,864

19,732
57,004
25,126

355,251
9,704

646
101
-

1,134
△ 589

△ 14,527
28,015
24,078
△ 497
1,688

△ 703
4,419

△ 968
△ 18,442
△ 6,772
△ 4,517

△ 398
△ 4,021

△ 491
422

令和4年３月末（Ｂ）

15,132
212,887
92,960
13,635
7,176

20,435
52,585
26,094

373,693
16,476
5,163

499
4,021
1,625

△ 1,011

令和3年３月末（A） 前年対比
（B）－（A）

令和4年3月末 令和4年3月末
28,759 
19,171 
3,713 
8,332 

15,185 
12,555 
7,719 

11,629 
18,828 
6,683 
5,756 
7,303 
7,882 

14,007 
10,270 
16,254 
7,167 
4,066 
7,669 

15,526 
9,882 

10,694 
6,286 
4,248 

10,495 
270,091  

14,273 
9,378 

538 
3,602 
4,671 
6,793 
1,637 
4,141 
2,888 

849 
983 
519 

1,229 
4,709 
1,626 

993 
2,179 

821 
1,062 
3,447 

793 
1,549 

804 
652 

1,201 
71,348 

令和3年3月末 令和3年3月末
貯　金支　店　名 貸出金

事 業 総 利 益
（単位：千円）

（単位：百万円）

（注）１．各事業区分の貸倒引当金繰入と貸倒引当金戻入は、区分毎に処理している。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.有線・情報いずもは令和２年度で事業を廃止している。
　　4.本店配賦額は含まない。

（注）単位未満は切り捨てている。従って小計および合計は一致しない。
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5,068 
1,558 
3,412 
5,811 
5,049 
3,399 
5,884 
7,259 
3,358 
2,321 
3,956 
5,073 
6,315 
3,997 
4,825 
4,303 
2,112 
3,794 
6,966 
4,230 
4,702 
2,962 
2,302 
5,345 
-

104,001 

37,088 
10,065 
24,681 
41,572 
37,914 
22,084 
35,930 
52,426 
24,741 
16,145 
26,507 
34,334 
40,957 
27,485 
35,184 
27,458 
14,744 
22,297 
41,579 
25,572 
30,568 
17,982 
14,510 
32,317 
-

694,154  

20,383
2,280

12,470
10,777
11,279
5,428

16,010
19,677
6,298
5,147
6,055
7,650

10,021
6,985

10,194
6,705
3,149
6,061

11,312
7,043

12,880
7,509
3,160

13,144
2,888

224,519 

令和4年3月末 令和4年３月末 令和4年3月末
4,950 
1,577 
3,377 
5,771 
5,022 
3,355 
5,739 
7,067 
3,364 
2,298 
3,985 
5,091 
6,299 
4,031 
4,797 
4,324 
2,115 
3,776 
6,803 
4,314 
4,682 
2,999 
2,320 
5,432 
-

103,488  

38,015 
10,495 
25,331 
43,961 
38,984 
23,006 
37,242 
53,855 
25,683 
17,033 
28,139 
36,540 
42,417 
29,140 
36,587 
29,044 
15,288 
23,654 
43,848 
27,109 
32,308 
19,289 
15,560 
34,325 
-

726,866 

21,379 
2,393 

13,337 
11,544 
11,260 
5,404 

16,297 
20,429 
6,546 
5,316 
6,322 
7,859 
9,734 
7,221 

10,356 
7,134 
3,263 
5,981 

11,478 
7,416 

13,310 
7,467 
3,212 

14,117 
2,792 

231,581  

令和3年3月末 令和3年３月末 令和3年3月末

実施額概　　要実　施　内　容

長期共済契約件数（単位：件） 長期共済保有高（単位：百万円） 短期共済掛金（単位：万円）

出 雲 支 店
上 津 支 店
大 津 支 店
塩 冶 支 店
四 絡 支 店
高 浜 支 店
川 跡 支 店
平 田 中 央 支 店
灘 分 支 店
国 富 支 店
西 田 支 店
平 田 東 支 店
高 松 支 店
長 浜 支 店
大 社 支 店
荒 木 支 店
遙 堪 支 店
神 西 支 店
神 戸 川 支 店
多 伎 支 店
湖 陵 支 店
朝 山 支 店
稗 原 支 店
佐 田 支 店
地 区 本 部
合    計

応募キャンペーンの実施
（農業祭りの代替イベント）

女性部・やすらぎ会への支援

生産販売拡大助成

ラピタ利用者への還元

自動車燃料部利用者への還元

店内ＡＴＭの硬貨型対応機種
への更新

ラピタ・グリーンセンター・給油所を巡る応募キャンペーン実施

女性部活動の活性化、やすらぎ会活動支援

正組合員感謝セールの実施、肥料価格対策、畜産消費拡
大対策、特産生産部会支援など

地元農畜産物販売支援とポイント5倍デー等による還元など

ＳＳ値引券配付による業績還元セール、6ヶ月12ヶ月点検時
のオイル交換無料など
ＡＴＭの硬貨型対応機種への更新による組合員・利用者の
利便性向上

2,881

804

12,805

15,804

2,809

4,020

39,123

1

2

3

4

5

6

支　店　名

◆令和３年度出雲地区本部業績還元について （単位：千円・税込）

◆共済事業

（注）単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。

合    計
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（単位：口）

（単位：組合員数）（1）組合員の数

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 増　　減
△ 203
△ 47

1
4

△ 198
△ 590

0
△ 1

0
△ 591
△ 789

令和4年3月末
11,920
2,720

35
34

11,989
51,245

0
1

67
51,313
63,302

令和3年3月末
12,123
2,767

34
30

12,187
51,835

0
2

67
51,904
64,091

備　　　考 令和4年3月末正組合員戸数　 9,866戸  
令和4年3月末准組合員戸数　32,375戸  

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

資  格  区  分 令和3年3月末 増　　減 令和4年3月末
5,127,576

703,899
4,471
3,214

5,135,261
1,785,986

0
249

5,297
1,791,532

0
6,926,793

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

合                       計 
 

処 分 未 済 持 分

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

（2）出資口数

摘要：（１）出資１口金額（令和4年3月末） 1,000円
（２）当期末払込済出資総額（令和4年3月末） 6,787,289,000円
（３）１正組合員当たりの出資金額（令和4年3月末） 421,292円

△ 113,728
△ 15,838

244
29

△ 113,455
△ 25,091

0
△ 244
△ 714

△ 26,049
0

△ 139,504

5,013,848
688,061

4,715
3,243

5,021,806
1,760,895

0
5

4,583
1,765,483

0
6,787,289

組合員の状況

（単位：口）

（単位：組合員数）（1）組合員の数

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 増　　減
△ 203
△ 47

1
4

△ 198
△ 590

0
△ 1

0
△ 591
△ 789

令和4年3月末
11,920
2,720

35
34

11,989
51,245

0
1

67
51,313
63,302

令和3年3月末
12,123
2,767

34
30

12,187
51,835

0
2

67
51,904
64,091

備　　　考 令和4年3月末正組合員戸数　 9,866戸  
令和4年3月末准組合員戸数　32,375戸  

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

資  格  区  分 令和3年3月末 増　　減 令和4年3月末
5,127,576

703,899
4,471
3,214

5,135,261
1,785,986

0
249

5,297
1,791,532

0
6,926,793

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

合                       計 
 

処 分 未 済 持 分

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

（2）出資口数

摘要：（１）出資１口金額（令和4年3月末） 1,000円
（２）当期末払込済出資総額（令和4年3月末） 6,787,289,000円
（３）１正組合員当たりの出資金額（令和4年3月末） 421,292円

△ 113,728
△ 15,838

244
29

△ 113,455
△ 25,091

0
△ 244
△ 714

△ 26,049
0

△ 139,504

5,013,848
688,061

4,715
3,243

5,021,806
1,760,895

0
5

4,583
1,765,483

0
6,787,289

組織の概要
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支店・店別  組合員数・戸数  一覧表

高 　 松
長 　 浜
神 　 西
神 戸 川
朝 　 山
稗 　 原
上 　 津
大 　 津
塩 　 冶
出 　 雲
四 　 絡
高 　 浜
川 　 跡
平 田中 央
灘 　 分
国 　 富
西 　 田
平 田 東
佐 　 田
多 　 伎
湖 　 陵
大 　 社
荒 　 木
遙 　 堪
乙 　 立
鳶 　 巣
北 　 浜
佐 　 香
桧 　 山
伊 　 野
鰐 　 淵
田 　 儀
久 　 村
日 御 碕
鵜 　 鷺
そ の 他
合 計

628
635
502
730
389
460
312
185
388
45

328
435
397
621
441
349
234
371
941
200
644
156
488
368
159
223
172
60

227
225
153
151
122
115
49
17

11,920

3,311
1,578
1,038
2,933

621
577
422

3,017
4,312
2,835
3,244
1,181
2,903
3,325
1,128

918
507
890

1,532
801

2,147
2,513
1,916

643
257
522
539
758
493
434
248
406
308
309
111

2,568
51,245

497
528
423
613
312
362
256
147
315
34

244
348
331
535
375
304
210
336
726
169
553
136
377
281
122
180
149
58

192
212
143
129
109
100
43
17

9,866

2,110
830
471

1,829
263
166
156

2,162
3,285
2,382
2,431

638
2,080
2,038

545
422
186
385
554
439

1,248
1,663
1,196

342
111
266
266
442
204
151
102
221
160
157
79

2,395
32,375

-31
-24
-3
-19
-8
-10
-7
-26
-46
-59
-81
-3
2

-48
-16
-15
-6
-13
-34
-7
-29
-45
-15
-2
-4
-17
-13
-10
-7
1
0
-8
-8
-6
-4
-63
-684

-8
-9
-16
-17
-10
-13
-7
-7
-11

0
-6
-5
-4
-9
-10
-3
0
-6
-19
-7
-17
-10
-14
-3
-2
-6
-5
-2
-6
-5
-6
-9
-4
-6
-5
0

-267

3,939
2,213
1,540
3,663
1,010
1,037

734
3,202
4,700
2,880
3,572
1,616
3,300
3,946
1,569
1,267

741
1,261
2,473
1,001
2,791
2,669
2,404
1,011

416
745
711
818
720
659
401
557
430
424
160

2,585
63,165

2,607
1,358

894
2,442

575
528
412

2,309
3,600
2,416
2,675

986
2,411
2,573

920
726
396
721

1,280
608

1,801
1,799
1,573

623
233
446
415
500
396
363
245
350
269
257
122

2,412
42,241

支店・店 正組合員数 准組合員数 正組合員
戸数

准組合員
戸数

組合員数
合計

正組合員数
前年対比

組合員戸数
合計

R4.3.31 現在

准組合員数
前年対比
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理事・地区本部運営委員の状況

職員の状況
一 般 職 員
営 農 指 導 員
生 活 指 導 員
店 舗 職 員
嘱 託 職 員
定 期・定 時 職 員
そ の 他
合 計

区　　分 男 女 令和4年3月末

394
23
5

93
76

309
10
910

男
261
21
0

57
45

125
3

512

女
133

2
5

36
31

184
7

398

令和3年3月末

389
29
5

94
75

328
8

928

258
27
0

57
45

132
5

524

131
2
5

37
30

196
3

404
（注） 1.営農指導員は営農渉外員、営農相談員等の指導担当者を含めております。また、生活指導員は支店の生活指導係を含めていません。  
　　２.その他は、キャリアスタッフ等。      
　　３.出雲地区本部からの本店職員を含む。      

中 部
東 部
西 部
河 南
南 部
女 性 代 表
組織代表（青年部）
実務経験者
全 域

合 計

理事数

3
1
1
1
1
1
1

9

選出区分 地区本部運営委員数

7（1）
6（1）
6（1）
5（1）
3（1）
-
1
-
-

28（5）
（注） 地区本部運営委員の（　）は女性部枠の内数

地
域
枠

全
体
枠
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ＪＡしまね 出雲地区本部│第8事業年度 事業報告

組織名 構成員数 組織名 構成員数
青年連盟 144 花卉部会（平田） 11
女性部 4,078 出雲しいたけ部会 65
稲作研究会 113 農産物直売会 614
田もち会 20 茶部会 19
出雲地区農業経営受託組合 26 神門梨部会 5
平田農業機械銀行 17 プルーン部会 5
出雲そば生産組合 55 プラム部会 5
佐田町水稲採種組合 8 メロン部会 15
ぶどう部会 331 いちご部会 11
平田柿部会 87 ブロッコリー部会 78
朝山西条柿生産部会 4 青ネギ部会（平田） 29
いちじく部会 114 青ネギ部会（出雲） 5
アスパラガス部会 35 草花採種部会 4
きゅうり部会 19 和牛改良組合 71
湖陵町かんしょ生産組合 22 肥育牛部会 7
出雲ふき部会 1 酪農部会 20
露地野菜部会 39 養鶏部会 3
神在ねぎ部会 30 集落営農組織連絡協議会 60（組織）
パプリカ部会 3 ＪＡいずも農業青色申告会 244
花卉部会（出雲） 24 大根部会 11

 令和4年3月31日現在

組合員組織
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ＪＡしまね 出雲地区本部│第8事業年度 事業報告

令和4年3月1日現在

地

　区

　本

　部

　長

統
括
部
長（
部
長
兼
務
）

地
区
副
本
部
長

農業経営支援グループ

出 　 雲 　 地 　 区 　 本 　 部 出 雲 地 区 本 部 事 業 所

営 農 企 画 課
販 売 開 発 課
総 合 指 導 課
米 穀 課

営 農 部

生 活 部

企画総務部

畜 産 課
生 産 資 材 課

グリーンセンター出雲
グリーンセンター出雲南
グリーンセンターひらた

営農事務センター

貯 金 課
融 資 課
出 雲 市 役 所 支 店

渉 外 推 進 課
共 　 済 　 課
自動車安心サポート課

金 　 融 　 課
資 産 相 談 課

中部営農センター

上 津 支 店
大 津 支 店
塩 冶 支 店

四 絡 支 店
高 浜 支 店
川 跡 支 店 鳶 巣 店

佐 香 店

東部営農センター

平 田 中 央 支 店
灘 分 支 店
国 富 支 店

鰐 淵 店
北 浜 店

ローン営業センター
不動産相談センター

桧 山 店
伊 野 店

日 御 碕 店
鵜 鷺 店

東 須 佐 店
窪 田 店

田 儀 店
久 村 店

乙 立 店

みどりショップ

古 志 出 張 所

鵜鷺店舗

グリーンセンター大社

西 田 支 店

平 田 東 支 店

西部営農センター

高 松 支 店
長 浜 支 店

大 社 支 店

荒 木 支 店
遙 堪 支 店

河南営農センター

佐 田 支 店

稗 原 支 店
朝 山 支 店

南部営農センター

湖 陵 支 店

多 伎 支 店

神 戸 川 支 店
神 西 支 店

出 雲
統括支店

出 雲
支 店

中 部
ブロック

東 部
ブロック

西 部
ブロック

南 部
ブロック

河 南
ブロック

白 枝 給 油 所
出雲北部給油所
南 給 油 所
平 田 給 油 所
佐 田 給 油 所
多 伎 給 油 所
湖 陵 給 油 所
浜 山 給 油 所

島根県立こころの
医療センター売店

食 品 販 売 課
生 花 販 売 課
生 活 課
ブライダル課
ラピタはまやま店
ラピタみなみ店
ラピタひらた店
ラピタ佐田店
ラピタ多伎店
ラピタ湖陵店
ラピタ大社店
メモリア出 雲
メモリア弥 山
メモリア河 南
メモリア平 田
メモリアやすらぎ

ガ ス セ ン タ ー
石 油 課
自 動 車 課

自動車燃料部

店 舗 企 画 課
店 舗 管 理 課

ラ ピ タ 本 店

葬 祭 セ ンタ ー

企 画 管 理 課
総 務 課
人 事 課
情報システム課
ふれあい福祉課
事 務 セ ンタ ー 推

進
課

推
進
課

推
進
課

推
進
課

中
部
南
推
進
課

中
部
北
推
進
課

機構図
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第9事業年度 事業計画
ＪＡしまね

令和4年度基本方針
総合収支計画

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）
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令和4年度 基本方針
農業情勢

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、日本の農業・農村・ＪＡグループのみな
らず、国内・世界経済全体が依然として先
行き不透明な状況が続いているなかにお
いて、国・県・市町村とＪＡ等関係団体、生
産者が一体となったポストコロナ社会を見
据えた取り組みを実践していく必要があり
ます。
　農政については、令和３年５月に農林水
産省が「みどりの食料システム戦略」を決
定し、ＣＯ２ゼロエミッション化、化学農薬
の使用量50％低減、化学肥料の使用量 
30％低減、有機農業の取組面積の割合を 
25％（100万ha）に拡大などの目標を掲げ
ました。ＪＡグループとしては、今後の制度
の具体化等にあたり、組合員目線の施策を
求めていくこととしています。
　一方、国際貿易交渉については、ＴＰＰ
（環太平洋パートナーシップ協定）加盟を
申請した中国と台湾に大きな動きはないも
のの、ＲＣＥＰ（東アジア地域包括的経済
連携）については、令和４年１月１日に発効
しており、その状況等について調査・分析
を進め、必要に応じて政府・与党に働きか
けを行う必要があります。

組織情勢

　ＪＡグループは、令和３年10月に開催し
た第29回ＪＡ全国大会において「持続可
能な農業・地域共生の未来づくり―不断
の自己改革によるさらなる進化―」を決議
し、①持続可能な農業の実現、②豊かで
暮らしやすい地域共生社会の実現、③協
同組合としての役割発揮を次の10年に向

かって挑戦する「めざす姿」として提起し、
この実現に向けた不断の自己改革に取り
組むこととしています。
　そのため、①組合員との対話・意思反
映、②自己改革＝農業振興・地域振興、③
経営基盤強化を内容とする自己改革実践
サイクルを構築していくことで「食と農を基
軸として地域に根ざした協同組合」として
ＪＡ本来の取り組みを行っていかなければ
なりません。
　また、ＪＡグループの事業・活動を通じ
てＳＤＧｓの達成に寄与するべく、引き続
き、各事業とＳＤＧｓの目標との関係を整
理し、実践していく必要があります。

運営方針

　ＪＡしまねは、人口減少、高齢化、担い
手不足等の厳しい経営の状況等に加え、
世界中に広がるコロナ禍を契機とした価値
観や社会・行動の変容、急速なデジタル化
やＳＤＧｓの潮流等、大きな環境変化に直
面しています。
　これらは、これまで経験したことがない
変化であり、農業・地域のあり方や組合員
の価値観・行動、ＪＡの事業環境に大きな
影響を与えることが想定され、将来の見通
しを踏まえると農業・地域・ＪＡ組織等の
それぞれの経営基盤の持続性が懸念され
る状況にあり、早急に各基盤の確立・強化
に向けて農業者・地域住民と一体となった
協同活動に取り組まなければなりません。
　「第３次中期経営計画」と「農業戦略
実践３カ年営農計画」においては、ＪＡし
まねのめざす姿（10年後）である①「持続
可能な農業の実現」、②「豊かでくらしや
すい地域共生社会の実現」、③「協同組合
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としての役割発揮」を改めて提起し、これ
らを実現していくための取り組みを以下の
とおり設定しています。
　令和４年度は各計画の初年度であり、取
り組み毎に定めた目標必達に向けて、役職
員が一体となって取り組みをすすめます。

（1）「持続可能な食料・農業基盤の確立」
　農業従事者数の急速な減少など農
業生産基盤の弱体化が懸念されるな
か、農業者の所得増大と農業生産の
拡大に向けて、環境負荷に配慮しつ
つ、多様な農業者の確保とＩＣＴの活
用も含めた省力化・生産性の向上、多
様な関係者と連携したフードバリュー
チェーン※の構築と販売強化等をすす
めることで、「持続可能な食料・農業
基盤の確立」に取り組みます。
※フードバリューチェーン：農林水産物の生産

から製造・加工、流通に至る各段階の付加
価値をつなぎ、それぞれが連携して付加価
値を高めていくプロセスのこと。

（2）「持続可能な地域・組織・事業基盤の
確立」
　過疎化の進展などにより、地域社会
の存続は危機的な見通しにあるととも
に、正・准組合員総数も減少するなど、
ＪＡの事業基盤が懸念されることを踏
まえて、多様な組合員・地域利用者との
対話を継続し、新たな活動参加者や新
規就農者ともアクティブ・メンバーシッ
プを構築することで地域・組織を活性
化し、生活インフラの機能を発揮して
「持続可能な地域・組織・事業基盤の
確立」に取り組みます。

（3）「不断の自己改革の実践を支える経営
基盤の強化」
　２つの持続可能な基盤を確立し、協
同組合としての役割を発揮する土台と
して、厳しい収支見通しを踏まえ、持
続可能な収益性や健全性確保に向け
て「不断の自己改革の実践を支える経
営基盤の強化」に取り組みます。
　また、コロナ禍を契機とした業務・シ
ステムの統一化やデジタル化に向けた
システムインフラ等の環境整備等をす
すめ、組合員・利用者の利便性向上に
取り組みます。

（4）「協同組合としての役割発揮を支える
人づくり」
　組織・事業・経営等、すべての根幹
をなすのは“人”です。「めざす姿」の実
現に向けて、２つの持続可能な基盤と
それを支える経営基盤を確立するに
は、協同組合意識を持ち、激変する環
境と課題を踏まえ迅速に変革し続ける
人材が必要不可欠であり、組合員・職
員・役員の人づくりに取り組みます。

（5）「『食』『農』『ＪＡ』にかかる県民理解の
醸成」
　食と農、地域を支える組織としてのＪ
Ａに対する県民や幅広い関係者の理
解と信頼・共感を得て、基盤確立に向
けた取り組みを推進するため、「『食』
『農』『ＪＡ』にかかる県民理解の醸
成」に取り組みます。

（6）「持続可能な社会実現に向けたＳＤＧｓ
達成への貢献」
　「ＪＡグループＳＤＧｓ取組方針」に
基づいて、各取り組みについて、必要に
応じて目標設定のうえ実践するととも
に、積極的な情報発信を行います。
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（単位：百万円）

科目 計画額 科目 計画額

１　事業総利益 23,611 （19）農業経営事業収益 784

（１）信用事業収益 8,878 （20）農業経営事業費用 938

（２）信用事業費用 1,314 　農業経営事業総利益 △ 154

　信用事業総利益 7,564 （21）その他事業収益 675

（３）共済事業収益 6,755 （22）その他事業費用 204

（４）共済事業費用 637 　その他事業総利益 471

　共済事業総利益 6,118 （23）指導事業収入 522

（５）購買事業収益 32,886 （24）指導事業支出 844

（６）購買事業費用 27,459 　指導事業収支差額 △ 322

　購買事業総利益 5,427 ２　事業管理費 23,609

（７）販売事業収益 39,684 （１）人件費 15,449

（８）販売事業費用 38,320 （２）業務費 2,972

　販売事業総利益 1,364 （３）諸税負担金 790

（９）保管事業収益 231 （４）施設費 4,325

（10）保管事業費用 70 （５）その他管理費 74

　保管事業総利益 161 事業利益 2

（11）加工事業収益 4,603 ３　事業外収益 1,972

（12）加工事業費用 4,079 ４　事業外費用 660

　加工事業総利益 524 経常利益 1,315

（13）利用事業収益 2,159 ５　特別利益 145

（14）利用事業費用 1,151 ６　特別損失 480

　利用事業総利益 1,008 税引前当期利益 980

（15）葬祭事業収益 3,697 法人税等合計 299

（16）葬祭事業費用 2,267 当期剰余金 681

　葬祭事業総利益 1,430 前期繰越剰余金 590

（17）宅地等供給事業収益 32 当期未処分剰余金 1,271

（18）宅地等供給事業費用 12

　宅地等供給事業総利益 20

総合収支計画
（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）
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第3次中期経営計画（令和4年度～令和6年度）
基本方針
事業方針

総合収支計画
令和4年度から令和6年度までの主な重点実施事項

主要事業取扱計画
販売事業
購買事業
信用事業
共済事業

令和4年度事業計画について
基本方針
事業方針

総合損益計画
令和4年度営農センター活動方針

第3次中期経営計画
および第9事業年度事業計画

ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部

（令和4年度～令和6年度）

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）
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（１）基本方針

（２）事業方針
①営農・農業振興

　JAを取り巻く環境は、人口減少や少子高齢
化、経済市場の縮小などにより、農業生産基盤
が脆弱化するとともに、経営基盤の弱体化や事
業継続の危機に直面しています。これまで農業
者の所得増大や農業生産の拡大を目的とした

「自己改革の実践」、営農経済をはじめとした「事
業改革」を断行し、コスト削減や業務効率化に取
り組んで参りましたが、改めて長期的な収支予
測を行った結果、地域農業の振興などJA機能を
継続していくためには、次年度以降も大幅な収
支改善が必要となる見込みです。  
　厳しい経営環境を踏まえ、中学校区域単位で
の1拠点を基本とする支店・ふれあい店の店舗再
編を進めます。第一段階として、令和4年度には
7支店のブランチインブランチ方式※(店舗内店
舗)への移行、ふれあい店の無人化を実施し、店
舗機能の集約と人員の再配置を通じて事業管
理費の圧縮を図り、経営基盤を強化します。令和
5～6年度は、将来的な店舗構想に向けて総合
的に検討します。  
　今後も「不断の自己改革」と「支店再編等によ
る経営効率化」を通じて、「磐石な経営基盤」を
確立し、組合員・地域の暮らしになくてはならな
い存在として、JAの役割発揮に努めます。

※ブランチインブランチ方式:1つの店舗内に複
数の支店を集約する店舗形態

【店舗再編の主なスケジュール】
　令和4年3月～6月
　　　各支店などの代表者説明会 
　令和4年7月
　　　組合員大会にて店舗再編案説明 
　令和4年9月
　　　ふれあい店無人化(北浜、佐香、日御碕、
　　　古志、田儀、久村、東須佐、窪田)
　令和5年3月
　　　ふれあい店無人化
　　　(鳶巣、桧山、伊野、鰐淵、鵜鷺、乙立)

　令和5年2～3月
　　　支店のブランチ化(上津、高浜、灘分、
　　　国富、遙堪、神西、稗原)
　令和5年4月～
　　　将来的な店舗構想の検討

ア.持続可能な農業の実現のため「農業者の所得
増大」「農業生産の拡大」に取り組みます。その
ため、担い手経営体の確保・育成、実需者・消
費者ニーズに応えた農畜産物の安定供給を目
的とした情報提供や栽培指導の拡充を行いま
す。

イ.生産コストの低減や労力軽減、脱炭素を目的と
した各種補助事業の提案、生産資材の安定供
給を実践します。

②くらしの活動
ア.くらしの活動を通じて組合員・地域住民との連

携強化により、JA事業活動への積極的な参加
参画をすすめます。

イ.子ども達や次世代に対して食農教育を実施し、
JA・農業・食への理解を深めるとともに、地域
活性化やSDGs目標達成に向けた取り組みを
実践します。

1.第3次中期経営計画（令和4年度～令和6年度）

41

ＪＡしまね 出雲地区本部│第3次中期経営計画・第9事業年度 事業計画



第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

（３）総合収支計画
（単位：百万円）

令和３年度
実績

令和４年度
計画

令和５年度
計画

令和６年度
計画

事 業 総 利 益 7,391 7,002 6,974 6,925
信 用 2,326 2,069 2,059 2,062
共 済 1,489 1,418 1,399 1,372
購 買 2,690 2,603 2,587 2,547
販 売 297 286 302 319
保 管 22 19 19 19
加 工 10 20 21 21
利 用 599 613 614 612
そ の 他 10 11 11 11
指導事業差額 △ 52 △ 38 △ 38 △ 38

事 業 管 理 費 7,165 6,992 6,942 6,896
（うち人件費） 4,704 4,531 4,490 4,406

事 業 利 益 227 10 31 30
経 常 利 益 652 404 427 427
※記載した計数は、単位未満を四捨五入して表示しております。

③信用事業
ア.農業・くらしの分野において、より専門性の高

い人材を育成し、質の高い金融サービスの提
供や新システム導入による堅確性向上などに
より、効率的な事業展開を目指します。

イ.社会情勢の変化を見据えた「持続可能な事業
モデル」確立のため、非対面ツールの活用によ
る営業力強化と金融店舗やATMの再編によ
る効率化を図り、事業量の確保と収益性向上
に努めます。

④共済事業
ア.組合員・利用者に「寄り添い」、包括的な安心を

届け、地域とより広く・深く・長く「繋がってい
く」ことにより、「安心」と「満足」を提供します。

イ.組合員・利用者一人ひとりのニーズに応じた事
業活動を実践し、地域農業・地域社会への貢献
に取り組みます。

⑤生活事業
ア.地域の生活拠点として、豊かな食生活と便利

さを提供し、地産地消を基本に「安全・安心・新
鮮」にこだわった魅力ある店舗づくりを目指し
ます。また、業務効率化による生産性の向上や
職員の資質向上と専門性強化に取り組みま
す。

イ.葬祭事業は、研修等による専門性強化や人材
育成に取り組み、組合員・利用者サービスの更
なる充実を目指します。

ウ.自動車燃料事業では、利用者ニーズに対応し
JAの総合力を活かした事業提案と情報発信を
行い、利用者満足度の向上と人材の効果的活
用により、保安・運営体制の充実に努めます。
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1. 新規就農者と地域の担い手の育成支援

3. 営農指導の充実・強化

（1）関係機関と連携した、新規就農者の確
保・育成

（5）畜産経営新規就農支援及び後継者を中
心とした規模拡大支援

（2）関係機関と連携した、新たな担い手の
確保・育成

（6）美味しまね認証取得品目の拡大と上位
認証（美味しまね認証ゴールド）への移
行及び取得

（1）営農指導員の資質向上

（2）園芸産地の拡大と農家所得の最大化

（3）各種補助事業活用による新規生産者及
び既存生産者の規模拡大

（3）「地区担い手育成ビジョン」に基づいた
営農組合設立・協業化・法人化支援

（1）つや姫・きぬむすめへの品種誘導

（4）ラピタ農産物直売会の新規会員獲得と
売場活性化及び市内関係直売所（直販
野菜）との連携強化による直売事業の拡
大

（2）若手営農担当者を中心に水稲展示圃で
の生育調査に併せ、スキルアップと現場
対応力の強化

（3）「出向く営農指導」体制強化　
　 組合員ニーズの把握と提案活動による

組合員満足度の向上

2.農畜産物振興

認定新規就農者
6名

新規認定農業者
10名

畜産販売目標
28億5,017万円

上位認証取得
新規認証取得

畜産販売目標
29億円

上位認証取得
新規認証取得

畜産販売目標
30億円

上位認証取得
新規認証取得

特産販売目標
40億円
ぶどう
16億円

菌床しいたけ
4億3,200万円
アスパラガス
7,000万円
直売事業

5億7,500万円
（ラピタ産直）
4億3,000万円
（直販野菜）
1億4,500万円

特産販売目標
40億7,000万円

ぶどう
16億2,000万円

菌床しいたけ
4億4,000万円
アスパラガス
7,500万円
直売事業

5億9,300万円
（ラピタ産直）
4億4,800万円
（直販野菜）
1億4,500万円

特産販売目標
42億2,300万円

ぶどう
16億9,800万円

菌床しいたけ
4億6,000万円
アスパラガス
8,000万円
直売事業

6億500万円
（ラピタ産直）
4億6,000万円
（直販野菜）
1億4,500万円

ニューフェイス
研修

スペシャリスト
研修

生育調査
5回

坪刈り調査
4回

訪問先
240経営体
訪問回数
4,800回

ニューフェイス
研修

スペシャリスト
研修

生育調査
5回

坪刈り調査
4回

訪問先
240経営体
訪問回数
4,800回

ニューフェイス
研修

スペシャリスト
研修

生育調査
5回

坪刈り調査
4回

訪問先
240経営体
訪問回数
4,800回

組織化
協業化
法人化

4件

認定新規就農者
6名

新規認定農業者
10名

組織化
協業化
法人化

4件

認定新規就農者
6名

新規認定農業者
10名

組織化
協業化
法人化

4件

つや姫
135ha

きぬむすめ
1,385ha

つや姫
137ha

きぬむすめ
1,390ha

つや姫
138ha

きぬむすめ
1,403ha

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

営

農
・
農

業

振

興

２．令和4年度から令和6年度までの主な重点実施事項
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

1. くらしの活動による組合員・地域住民の総合的な支援

2.「助け合い」を基軸とした地域貢献活動の展開

3. 食と農を基軸とした活動と地産地消への取り組み

4. 健康長寿を目指した健康管理活動の実施

（1）女性部員の高齢化による後継者対策と
して若手役員登用により新たな体制づく
りの支援とフレッシュミズ活動の充実に
よりアクティブメンバーシップの強化を
図る

（1）助け合い組織「出雲やすらぎ会」を中心
に地域でのミニディサービス、声がけ訪
問、ボランティア活動の実施と支援

（1）地産地消の推進を目的に「いずも食材
の日イベント」として地元農畜産物の店
頭販売、料理教室、食農体験ツアーの実
施

（２）フードロス削減や地域の将来を担う子
どもたちの健全な育成のため「こども食
堂」「フードバンク」等への支援

（４）広報誌、ホームページ、支店だより等を
活用した情報発信の強化

（５）「家の光」、「地上」、「ちゃぐりん」と日本
農業新聞をJA役職員と組合員・地域住
民をつなぐ教育資材と位置づけた、計画
的な普及運動の展開

（2）「いずもJA女子大学」並びに「シニア女
子大学みずき」の講座開講の支援を行
い、自分磨きのお手伝いを通じた受講
生・地域住民への貢献

（3）「農業まつり」「来店感謝デー」等、組合
員・地域住民との交流の場づくりの実
施・支援

（2）小学生の食農教育を目的とした「あぐり
キッズスクール」の開催

（３）食・農・くらしに役立つ教室を開催し、地
域住民の健康で安心なくらしを支援

（1）地域組合員を対象とした組合員健康診
断、巡回人間ドックの実施

（２）農業者等を対象とした担い手ドック、農
業者・女性部健診の実施

フレッシュミズ
活動５回以上

両女子大学の
支援・運営

両女子大学の
支援・運営

両女子大学の
支援・運営

各地区にて
継続実施

各地区にて
継続実施

各地区にて
継続実施

家の光三誌
普及率：32.5％

日本農業新聞
普及率：11％

前年度実績を
踏まえ目標設定

前年度実績を
踏まえ目標設定

年間通じて食農
体験学習の実施

年間通じて食農
体験学習の実施

年間通じて食農
体験学習の実施

店頭販売
8回

料理教室
2回

食農体験ツアー
2回

店頭販売
8回

料理教室
2回

食農体験ツアー
2回

店頭販売
8回

料理教室
2回

食農体験ツアー
2回

フレッシュミズ
活動５回以上

フレッシュミズ
活動５回以上

全支店の実施 全支店の実施 全支店の実施

ホームページ
月２件以上掲載、
支店だよりの発行

ホームページ
月２件以上掲載、
支店だよりの発行

ホームページ
月２件以上掲載、
支店だよりの発行

担い手ドック8日間、
農業者女性部
健診4日間実施

担い手ドック8日間、
農業者女性部
健診4日間実施

担い手ドック8日間、
農業者女性部
健診4日間実施

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

く

ら

し

の

活

動
社協等との連携

強化を図り
支援実施

社協等との連携
強化を図り
支援実施

社協等との連携
強化を図り
支援実施

年間12回実施

6会場
実施

6会場
実施

6会場
実施

年間12回実施 年間12回実施
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３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

1. 農業メインバンク機能の強化

3. 利用者保護と地域貢献

4. 業務基盤強化

（1）地域農業を支える農業メインバンクとし
て、より質の高い金融サービスを提供す
ることによる「農業所得増大」「農業生産
の拡大」への貢献と農業融資の伸張

（1）組合員・利用者の視点に立った対応及
び迅速かつ正確な事務処理への取り組
み

（3）年金を始めとした組合員・利用者の大
切な財産を守り育てる商品・サービスの
提供と、個人の預かり資産の増強

（4）次世代層との関係構築・強化のため、非
対面取引を含めた様々なチャネルを活用
した複合取引の拡大

（2）TACをはじめとした他部門との事業間
連携を一層強化し、総合事業の強みを発
揮

（3）「農業金融プランナー」資格取得や研修
制度の活用による、多様化する農業者の
金融ニーズに対応できる人材の育成

（2）組合員・利用者の財産を守るため、多様
化する特殊詐欺防止に向けた職員の金
融機能不正利用防止意識の更なる向上

（3）出雲市指定金融機関としてのサービス
向上と、各種協賛を通じた地域貢献への
取り組み

（1）各種出納機器や管理機器の導入による
支店業務の軽減と効率化により事務の
堅確化向上

（２）業務体制整備によるスリム化を図ること
による効率的な事業運営体制の構築

農業貸出金残高
31億円

継続実施 継続実施 継続実施

2. 生活メインバンク機能の強化
（1）利用者ニーズに応じた生活関連資金、

特に住宅・マイカー・教育ローンをタイム
リーに提供するため、支店と複合渉外員
との連携を図り、組合員・利用者との深
耕取引の維持・拡大

（2）年々増加する相続・資産相談ニーズに
ついて迅速かつ的確な対応による利用
者満足度向上。市街地における農地の
利活用への的確な対応・相談・助言の継
続的展開を可能とする体制の確立・人材
育成

個人貸出金平残
545億円

個人貸出金平残
547億円

個人貸出金平残
550億円

個人貯金平残
2,220億円

個人貯金平残
2,228億円

個人貯金平残
2,236億円

農業貸出金残高
32億円

農業貸出金残高
33億円

農業金融
プランナー

資格取得者5名

農業金融
プランナー

資格取得者5名

農業金融
プランナー

資格取得者5名

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

信

　
用

　
事

　
業

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施

継続実施 継続実施 継続実施
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

1. 組合員・利用者に寄り添った活動の実践と安心・満足の提供

2. 質の高い事務手続き・自動車損害調査サービスの実践による組合員・利用者の満足度向上

（1）新たな生活様式への対応として、訪問・
面談に加え、電話・Webを活用した契約
者一人ひとりに寄り添ったフォロー活動

（３Q活動）を展開するとともに組合員・
利用者、地域への安心と満足の提供を実
現するため、「ひと・いえ・くるま・農業」の
バランスの取れた総合保障の提供に取
組みます。

（1）適切な事務処理に基づいた適正かつ迅
速な契約保全業務の実践により、組合
員・利用者に質の高いサービスを提供し
ます。

（2）JA自動車共済契約者対応担当者（愛
称：安心サポーター）を中心とした契約
者へのサポート体制を確立し、JAと全共
連が一体となって組合員・利用者に寄り
添った自動車損害調査を実践することに
より、組合員・利用者から選ばれ続ける
JA自動車共済を目指します。

（2）地域における保障拡充とお役立ちの実
現、そして共済事業における自己改革の
着実な実践に向け、農業リスク診断活動
を通じた農業者・農業法人・担い手経営
体の不安解消に取組みます。

（3）子育て支援・次世代対策の一環として
実施する「JAしまねこども倶楽部」を通
じて、地域社会への貢献と事業基盤の維
持・拡大を図り「選ばれ続けるＪＡ」の実
現に向け、新たな繋がりづくりに取組み
ます。また、住宅ローン利用者の子育て
世代に対して、ちゃぐりんを配布し、信共
連携の取組によりニューパートナー等の
取引拡大を図ります。

３Q活動
30,600名以上

３Q活動
35,300名以上

３Q活動
41,700名以上

農業リスク
診断活動

469件以上

農業リスク
診断活動

469件以上

農業リスク
診断活動

469件以上

こども倶楽部
新規会員数
240名以上

ニューパートナーズ
契約件数　

1,255名以上

こども倶楽部
新規会員数
240名以上

ニューパートナーズ
契約件数　

1,255名以上

こども倶楽部
新規会員数
240名以上

ニューパートナーズ
契約件数　

1,255名以上

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

共

済

事

業

＜引受処理日数＞
生　命：２．５日以内
建　物：２．５日以内
自動車：３．０日以内
自賠責：５．０日以内

＜引受処理日数＞
生　命：２．５日以内
建　物：２．５日以内
自動車：３．０日以内
自賠責：５．０日以内

＜引受処理日数＞
生　命：２．５日以内
建　物：２．５日以内
自動車：３．０日以内
自賠責：５．０日以内

＜満足度向上＞
事故連絡時
９７％以上
現場急行時
９７％以上

＜満足度向上＞
事故連絡時
９８％以上
現場急行時
９８％以上

＜満足度向上＞
事故連絡時
97.5.%以上
現場急行時
97.5%以上

46



第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

購
買
事
業
（
自
動
車
燃
料
）

1. 財務基盤の強化と機能的な店舗運営

3. 職員教育強化によるサービスの向上や業務の効率化・改善

4. 葬祭事業・旅行事業のサービス向上・充実

（1）店舗規模や地域特性に応じた店舗展開

（3）参加型イベントの開催、葬祭定期積金の
推進によるJA葬祭事業の認知度向上

（1）多様化する葬儀ニーズやコロナ禍によ
る環境変化に対応した会館改修・整備の
実施

（2）利用者要望に応じた葬儀スタイルを提
案できる職員の業務スキル向上や事前・
事後の相談機能強化に取り組む

（2）ラピタ各店舗の収支改善
（3）施設の計画的な改修・更新や新規テナ

ント誘致

（4）(株)農協観光と連携し、利用者ニーズに
適した旅行企画の提案

（1）リース契約によるガス機器販売でのガ
ス供給先の長期確保

（5）各種キャンペーンの実施による組合員・
利用者満足度ＵＰに向けた取り組み強化

（2）低コスト広範囲の通信機器の導入によ
る業務効率化と保安の確保

（3）給油所の運営体制の強化と収支改善
（4）石油施設の保守修繕と安全管理の強化

（6）多様な利用者ニーズに応じた、車両販売
メニューの提案・JA内各事業との連携の
強化と新たな車両購入メニューの提案・
構築

店舗購買品
供給高

90億6千5百万円

2.JA 店舗の強みを生かした売場づくり
 (1) 各組織団体（生活購買運営委員、女性

部等）との積極的な意見交換による売場
の改善

 (2) 地産地消を基本とし、生産部会や協栄
会（ラピタ納入業者組織）等と連携した
地元産品の推進

(2) 機構改革や各種システム導入等によ
る、業務の効率化や改善、労働生産性の
向上

葬儀施行件数
1,000件

シェア60％

葬儀施行件数
1,000件

シェア60.5％

葬儀施行件数
1,000件

シェア61％

 (1) 内部研修や農協流通研究所、AJS
（オール日本スーパーマーケット協会）な
どの外部講習会を活用した職員教育の
充実

計画的な
教育研修の実施

計画的な
教育研修の実施

計画的な
教育研修の実施

継続的な改善施策
の検討・実施

継続的な改善施策
の検討・実施

継続的な改善施策
の検討・実施

店舗購買品
供給高

90億8千3百万円

店舗購買品
供給高

90億8千3百万円

生活購買
運営委員会の開催

（4回）

生活購買
運営委員会の開催

（4回）

生活購買
運営委員会の開催

（4回）

地元産品を拡販する
イベント等の開催

地元産品を拡販する
イベント等の開催

地元産品を拡販する
イベント等の開催

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

購
買
事
業
（
生
活
部
）

継続的な提案 継続的な提案 継続的な提案

リース契約件数
180件

リース契約件数
200件

リース契約件数
210件

燃料油供給
数量計 15,300kl

燃料油供給
数量計 15,630kl

燃料油供給
数量計 15,630kl

車販売
（新車・中古車）

240台

車販売
（新車・中古車）

245台

車販売
（新車・中古車）

240台

1.「安全・安心・快適」な自動車燃料事業の展開と基盤の確立
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

1. 経営基盤強化

2. 組織基盤強化

（1）地区本部業務のスリム化及び効率化を
踏まえた収支改善

◆『業務・事業改革断行』

（2）経営基盤強化のための組織再編・機構
改革～持続可能な事業展開にむけた支
店再編と機能の見直し～

◆『中学校区域単位での1支店構想』

（1）不祥事再発防止に向けたコンプライア
ンス遵守態勢の強化

◆『不祥事未然防止対策の実践』

（３）有線放送施設撤去作業
　（令和３年度～令和6年度）

①業務改革断行
②事務集約化によ 
　る管理費削減
③人員の適正配置

①コンプラ研修・コ
ンプラマニュアル
の読み合わせ実
施

②役員巡回の実施
③連続職場離脱の

実施

①コンプラ研修とコ
ンプラマニュアル
の読み合わせ実
施

②役員巡回の実施
③連続職場離脱の

実施

①コンプラス研修と
コンプラマニュア
ルの読み合わせ実
施

②役員巡回の実施
③連続職場離脱の

実施

①支店7店のブラン
　チインブランチ化※1

　（店舗内店舗）
②ふれあい店14店
　の無人化

将来構想に向けた
検討

将来構想の最終計画
策定

①業務改革断行
②事務集約化によ 
　る管理費削減
③人員の適正配置

①業務改革断行
②事務集約化によ 
　る管理費削減
③人員の適正配置

5地区撤去予定
（高松、荒茅、園、
大津、神門）

7地区撤去予定
（今市、四絡、古志、
塩冶、佐田、朝山、
稗原）

7地区撤去予定
（今市、四絡、古志、
塩冶、佐田、朝山、
稗原）

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

地

区

本

部

運

営

※1 ブランチインブランチ化：1つの店舗内に複数の支店を集約する店舗形態
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

Ｊ Ａ 米
加 工 用 米
ふるい下米穀
　 麦 　
そ ば
大 豆
飼 料 用 米
そ の 他 穀 類

（ 農 産 計 ）
ぶ ど う
　 柿 　
い ち じ く
　 梨 　
プ ル ー ン
そ の 他 果 樹
メ ロ ン
い ち ご
ブロッコリー
青 ネ ギ
アスパラガス
き ゅ う り
甘 薯
近 郊 野 菜
直 販 野 菜
共 販 野 菜
花  卉
菌床生しいたけ
き の こ 類
ラ ピ タ 産 直
そ の 他 特 産

（ 特 産 計 ）
肉  牛
子  牛
生  乳
鶏  卵
ス モ ー ル 牛

（ 畜 産 計 ）
合  計

種　　　別
販 売 品 販 売 高

令 和 3 年 度
実 績

令 和 4 年 度
計 画

令 和 5 年 度
計 画

令 和 6 年 度
計 画

（1）販売事業

1,185,943
32,443
50,592
25,790
27,124
2,713

49,794
24,498

1,398,901
1,616,023

267,745
73,869
4,512
2,031
7,183

12,499
4,110

128,237
51,803
69,863
84,106
24,587

318,788
134,630
100,189
64,021

439,888
127

435,866
186,546

4,026,634
562,722
456,345

1,418,427
338,062
133,461

2,909,019
8,334,554

1,067,000
41,500
37,448
24,642
18,098
1,560

32,200
17,289

1,239,738
1,600,000

300,000
72,000
3,000
2,000
7,000

12,000
2,500

130,000
52,000
70,000
82,000
20,000

333,300
145,000
91,000
60,000

432,000
200

430,000
156,000

4,000,000
538,350
435,240

1,433,530
312,350
130,700

2,850,170
8,089,908

1,257,194
71,400
60,775
24,812
16,871
1,516

42,448
29,874

1,504,890
1,620,000

300,000
72,000
5,000
1,000
7,000

11,000
3,000

140,000
52,000
75,000
80,000
20,000

330,000
145,000
100,000
60,000

440,000
200

448,000
160,800

4,070,000
553,000
458,000

1,402,000
330,000
157,000

2,900,000
8,474,890

1,276,389
74,800
57,200
25,725
16,871

980
39,450
39,574

1,530,989
1,698,000

310,000
72,000
5,000
1,000
7,000

10,000
3,000

150,000
52,000
80,000
80,000
20,000

330,000
145,000
100,000
60,000

460,000
200

460,000
179,800

4,223,000
571,000
473,000

1,453,000
341,000
162,000

3,000,000
8,753,989

（単位：千円）

（注）1. 単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　　2. 本店配賦額は含まない。

３．主要事業取扱計画
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

肥 料
農 薬
飼 料
施 設 資 材
店 舗 購 買
自 動 車
Ｌ 　 Ｐ 　 Ｇ
石 油 類
合 　 　 　 　 計

種　　　別
購 買 品 供 給 高

令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

（2）購買事業

374,268
286,604
388,479
717,735

9,544,778
254,798
737,609

1,943,057
14,247,332

361,000
293,000
397,500
744,800

9,065,060
273,500
751,147

1,962,718
13,848,725

361,000
293,000
397,500
744,800

9,083,000
276,300
736,100

1,920,000
13,811,700

361,000
293,000
397,500
744,800

9,083,000
273,500
721,400

1,920,000
13,794,200

（単位：千円）

長 期 共 済 保 有 高

旧 医 療・が ん 等

新 医 療

介 護

認 知 症

年 金

自 動 車
自 賠 責

件 数
保 有 高（ 万 円 ）
件 数
入院共済金（万円）
件 数
治 療 金 額（ 万 円 ）
件 数
介護共済金（万円）
件 数
認知症共済金（万円）
件 数
年 金 年 額（ 万 円 ）
掛 金 金 額（ 万 円 ）
　件　 数　

（4）共済事業 （単位：万円・件）

種　　　別 令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

（3）信用事業

70,242,442
70,467,082

278,711,538
265,295,232

25.20%
26.56%

69,317,570
69,610,889

273,010,640
268,311,015

25.39%
25.94%

69,342,723
69,378,271

273,258,557
267,899,379

25.38%
25.90%

69,559,435
69,672,730

273,280,534
267,788,118

25.45%
26.02%

（単位：千円）

令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

104,001
69,415,452

30,148
17,955
3,646

57,109
3,431

830,459
-
-

14,469
622,585
163,494
22,584

102,000
67,800,000

27,000
15,967
6,646

105,000
3,700

900,000
300

75,000
14,500

620,000
163,581
21,950

102,551
65,044,008

25,936
15,228
9,969

135,000
4,230

1,072,966
540

135,000
14,977

641,977
162,249
21,778

103,105
62,400,044

24,903
14,524
12,960

155,000
4,837

1,279,174
810

202,500
15,470

664,733
160,927
21,607

期 末 残 高
平均残高（月末）
期 末 残 高
平均残高（月末）
期 末 残 高
平均残高（月末）

貸 出 金

貯 　 金

貯 貸 率

（注）本店配賦額および畜産素畜の供給高は含まない。
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第
３
次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

肥 料
農 薬
飼 料
施 設 資 材
店 舗 購 買
自 動 車
Ｌ 　 Ｐ 　 Ｇ
石 油 類
合 　 　 　 　 計

種　　　別
購 買 品 供 給 高

令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

（2）購買事業

374,268
286,604
388,479
717,735

9,544,778
254,798
737,609

1,943,057
14,247,332

361,000
293,000
397,500
744,800

9,065,060
273,500
751,147

1,962,718
13,848,725

361,000
293,000
397,500
744,800

9,083,000
276,300
736,100

1,920,000
13,811,700

361,000
293,000
397,500
744,800

9,083,000
273,500
721,400

1,920,000
13,794,200

（単位：千円）

長 期 共 済 保 有 高

旧 医 療・が ん 等

新 医 療

介 護

認 知 症

年 金

自 動 車
自 賠 責

件 数
保 有 高（ 万 円 ）
件 数
入院共済金（万円）
件 数
治 療 金 額（ 万 円 ）
件 数
介護共済金（万円）
件 数
認知症共済金（万円）
件 数
年 金 年 額（ 万 円 ）
掛 金 金 額（ 万 円 ）
　件　 数　

（4）共済事業 （単位：万円・件）

種　　　別 令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

（3）信用事業

70,242,442
70,467,082

278,711,538
265,295,232

25.20%
26.56%

69,317,570
69,610,889

273,010,640
268,311,015

25.39%
25.94%

69,342,723
69,378,271

273,258,557
267,899,379

25.38%
25.90%

69,559,435
69,672,730

273,280,534
267,788,118

25.45%
26.02%

（単位：千円）

令和3年度
実績

令和4年度
計画

令和5年度
計画

令和6年度
計画

104,001
69,415,452

30,148
17,955
3,646

57,109
3,431

830,459
-
-

14,469
622,585
163,494
22,584

102,000
67,800,000

27,000
15,967
6,646

105,000
3,700

900,000
300

75,000
14,500

620,000
163,581
21,950

102,551
65,044,008

25,936
15,228
9,969

135,000
4,230

1,072,966
540

135,000
14,977

641,977
162,249
21,778

103,105
62,400,044

24,903
14,524
12,960

155,000
4,837

1,279,174
810

202,500
15,470

664,733
160,927
21,607

期 末 残 高
平均残高（月末）
期 末 残 高
平均残高（月末）
期 末 残 高
平均残高（月末）

貸 出 金

貯 　 金

貯 貸 率

（注）本店配賦額および畜産素畜の供給高は含まない。

　農業従事者の減少やコロナ禍における環境
変化に伴い、農業生産基盤の脆弱化が懸念され
る中、持続可能な農業を実現するため、引き続き

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の
活性化」を柱とした自己改革に取り組みます。
　人口減少や事業収益の急激な減少に伴い、経
営基盤も危機的な状況を迎えており、厳しい収
支見通しを踏まえて、中学校区域単位での1拠
点を基本とする支店・ふれあい店の店舗再編を
進めます。今年度は9月と3月にふれあい店14店
の無人化、2月～3月にかけて7支店のブランチ
インブランチ方式※（店舗内店舗）への移行を行
います。
　厳しい経営環境を踏まえ、店舗再編や事業見
直し等による抜本的な経営改革を断行し、「地
域農業の振興」と「組合員の生活向上」に貢献で
きるよう強固な経営基盤確立に向けて取り組み
ます。

※ブランチインブランチ方式:1つの店舗内に複
　数の支店を集約する店舗形態

【店舗再編の主なスケジュール】
　令和4年3月～6月
　　　各支店などの代表者説明会
　令和4年7月
　　　組合員大会にて店舗再編案説明
　令和4年9月
　　　ふれあい店無人化（北浜、佐香、日御碕、
　　　古志、田儀、久村、東須佐、窪田）
　令和5年3月
　　　ふれあい店無人化（鳶巣、桧山、伊野、
　　　鰐淵、鵜鷺、乙立）
　令和5年2～3月
　　　支店のブランチ化（上津、高浜、灘分、
　　　国富、遙堪、神西、稗原）

①営農・農業振興
　新型コロナウイルス感染症の影響を克服し、
多くの農業者が不安なく生産活動に取り組める

よう各種補助事業の活用支援および更なる栽
培・経営指導の拡充を行い、持続可能な農業の
実現を目指します。また、本店・他地区本部と連
携し、米穀・柿をはじめとする農産・特産関連施
設の広域連携化による施設整備検討に着手しま
す。

②くらしの活動
　女性部や農青連などの各組織と連携を密に
し、ＪＡ事業活動への積極的な参加参画をすすめ
ます。また、コロナ禍に対応した新様式での食農
教育や地域活動を実践し、地域活性化やＳＤＧｓ
目標達成に取り組みます。

③信用事業
　ＴＡＣ等の営農担当部署との連携を強化し、担
い手との対話活動を通じて、農業所得増大や生
産拡大に向けた資金ニーズの把握に努め、経営
支援とともに農業融資の伸長に取り組みます。ま
た、環境変化に伴う急速な非対面化による来店
減少や多様化するニーズに対応するため、新
ツールの導入や専門性強化を図り、サービスの
質向上に努めていきます。さらに、将来を見据え
た効率的で適正な金融店舗・ＡＴＭの再編に取り
組みます。

④共済事業
　組合員・利用者のくらしを守るとともに、農業・
地域社会への貢献を目指します。新たな生活様
式に向けた非対面ツールの活用やニーズに応じ
た提案活動を実践し、組合員・利用者一人ひとり
に寄り添った事業活動を展開します。

⑤生活事業
　快適で便利な魅力ある店舗を目指し、本店の
施設改修を行います。また、組合員・利用者の
ニーズに適した商品提供、地産地消を基本に「安
全・安心・新鮮」にこだわった店舗運営を実施し
て参ります。
　自動車燃料事業では、利用者ニーズに対応し
た事業提案や保安・運営体制の充実を図るととも
に、ＪＡの総合力を活かした組合員･利用者の満足
度向上に向け魅力ある事業提供を目指します。

４．令和４年度事業計画について
（１）基本方針

（２）事業方針

51

ＪＡしまね 出雲地区本部│第3次中期経営計画・第9事業年度 事業計画



第
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次
中
期
経
営
計
画・

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）

5．総合損益計画 令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

第
3
次
中
期
経
営
計
画・令
和
4
年
度
事
業
計
画

第
3
次
中
期
経
営
計
画・令
和
4
年
度
事
業
計
画

1 .事 業 総 利 益
   信用事業収益
   信用事業費用
信用事業総利益
   共済事業収益
   共済事業費用
共済事業総利益
   購買事業収益
   購買事業費用
購買事業総利益
   販売事業収益
   販売事業費用
販売事業総利益
   保管事業収益
   保管事業費用
保管事業総利益
   加工事業収益
   加工事業費用
加工事業総利益
   利用事業収益
   利用事業費用
利用事業総利益
   葬祭事業収益
   葬祭事業費用
葬祭事業総利益
   宅地等供給事業収益
   宅地等供給事業費用
宅地等供給事業総利益
   その他事業収益
   その他事業費用
その他事業総利益
   指導事業収入
   指導事業支出
指導事業収支差額

2 .事 業 管 理 費
   （1）人件費
   （2）業務費
   （3）諸税負担金
   （4）施設費
   （5）その他管理費
事     業     利    益

3 .事 業 外 収 益
4 .事 業 外 費 用

経  常  利  益
5 .特 別 利 益
6 .特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等
当  期  剰  余  金

（単位：千円）
科　　　　　目 令和3年度実績(A) 令和4年度計画(B) （Ｂ）－（Ａ）

7,391,446
2,638,132

312,081
2,326,051
1,677,923

188,438
1,489,484

14,927,989
12,237,594
2,690,395

701,951
405,289
296,662
25,070
3,091

21,978
87,932
77,752
10,179

488,836
247,935
240,901
840,407
482,576
357,831
10,199

494
9,704
6,850
6,418

431
147,473
199,648

△ 52,175
7,164,892
4,704,270

673,720
276,365

1,475,563
34,973

226,553
545,431
120,046
651,938
113,947
442,249
323,636
47,045

276,591

7,002,124
2,423,159

353,833
2,069,326
1,623,235

205,163
1,418,072

14,540,041
11,936,601
2,603,440

393,185
107,234
285,951
22,419
3,410

19,009
102,203
81,851
20,352

485,387
249,193
236,194
887,301
510,800
376,501
12,000
1,115

10,885
1,245
1,167

78
153,120
190,804

△ 37,684
6,992,007
4,530,558

693,032
279,360

1,452,584
36,473
10,117

493,165
99,306

403,976
10,097

158,098
255,975

0
255,975

△ 389,322
△ 214,973

41,752
△ 256,725
△ 54,688

16,725
△ 71,412

△ 387,948
△ 300,993
△ 86,955

△ 308,766
△ 298,055
△ 10,711
△ 2,651

319
△ 2,969

14,271
4,099

10,173
△ 3,449

1,258
△ 4,707

46,894
28,224
18,670
1,801

621
1,181

△ 5,605
△ 5,251

△ 353
5,647

△ 8,844
14,491

△ 172,885
△ 173,712

19,312
2,995

△ 22,979
1,500

△ 216,436
△ 52,266
△ 20,740

△ 247,962
△ 103,850
△ 284,151
△ 67,661
△ 47,045
△ 20,616

（注）1.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　2.本店配賦額を含む。52



 共通事項　
（１）新規就農者、認定農業者、集落営農組織、法
人組織等の多様な担い手育成を支援し、地域
農業の振興と地域の活性化に取り組みます。

　○新規就農者育成目標
　　中部　１名　　東部　2名　　西部　8名
　　河南　3名　　南部　1名
　○集積率目標
　　中部　60.0％　　東部　68.0％
　　西部　68.0％　　河南　43.0％
　　南部　35.0％

（２）新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を
施した上で、各種栽培指導や研修等の実施に
取り組みます。また、社会から求められる新し
い生活様式に対応した出雲産農産物のＰＲ活
動を行います。

 中部営農センター　
（１）生産コスト削減に向け、生産資材の車取り
や大口取引に取り組むほか、土壌分析による
適正施肥の提案を行う等、農業所得の維持拡
大に取り組みます。

（２）地域別、品目別の栽培技術の確立や課題解
決に向け、農業指導センターとの連携による
実証試験等、栽培技術の確立と生産性の向上
に取り組みます。

　〇水稲肥料・除草剤を使用した展示圃及び実
　証試験の設置

　〇ブロッコリー栽培拡大に向けた講習会の
　開催

　　（栽培目標面積3.6ha）
　〇かぼちゃ栽培の拡大に向けた講習会の開催

　（栽培面積目標10a）

（３）地区担い手協議会と連携し効率的な農地
活用を進め、担い手や法人・集落営農組織の
運営支援に取り組みます。

　〇新規認定農業者　1名　
　○新規就農者　1名

（４）良質米生産に向けた各種研修会を開催し、
情報提供を迅速に行うなど出向く営農指導体
制に取り組み、安全・安心な米づくりを進めま
す。

　〇栽培講習会等の適時開催
　〇業務用携帯電話の周知徹底を図り、積極的

　かつタイムリーな「出向く営農相談・指導」の
　実施

（５）農業体験・食農教育活動を通じて地域交流
を図り、魅力ある農業の情報発信に努めます。

　〇中部ブロック園芸教室の開催
　　（年間5回開催）
　〇ラピタ直売会会員の拡大
　　（目標会員数130名）
　〇食育活動
　　（バケツ稲づくり体験1ヶ所）

 東部営農センター　
（１）ブロッコリーの産地再生ビジョンを実践し、
生産振興に取り組みます。

　〇面積拡大　2ha
　〇機能性農産物スーパーブロッコリー「出雲　

　フォルテ」の面積拡大　5ha
　〇省力化に向けた機械化体系の実証試験

（２）「ひらたの柿産地活性化プラン」を実践し、
柿の価格安定と収益向上により産地拡大を目
指します。

　〇新植25a・改植38a　
　〇加工目標　75万個
　〇輸出 生果4ｔ あんぽ柿2万個
　〇スイートパーシモンの新たな製造用（平棚　

　式）乾燥機追加導入
　〇新たな柿選果場、加工施設の検討

（３）宍道湖西岸国営事業に係る営農計画の実
践に向け、営農組織、担い手、県等の関係機関
と連携して取り組みます。

　○小豆栽培の実践　16ha
　〇ブロッコリー栽培の推進（西岸地区）  23ha
　〇玉ねぎ栽培の安定化及び販路の確立　　

　20ha（玉ねぎ調整施設の活用）

（４）特産品の有利販売に向け、部会と連携し販
売促進やＰＲに積極的に取り組みます。

　〇出荷市場、量販店への販売要請活動　
　〇消費者へのＰＲ活動

（５）農産物の生産性を向上させるため、関係機
関と連携し、実証圃の設置と普及に努めます。

　・水稲　・柿　・ブロッコリー　・青ネギ　
　・生シイタケ　・玉ねぎ　・かぼちゃ　・里芋
 
（６）地域農業の活性化のため、後継者や新規農
業者の育成に取り組みます。

　〇水田園芸作物の推進活動
　〇野菜作り講習会の開催　
　〇ラピタ直売会の加入促進

令和4年度　営農センター活動方針
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（１）ブロッコリーの産地再生ビジョンを実践し、
生産振興に取り組みます。

　〇面積拡大　2ha
　〇機能性農産物スーパーブロッコリー「出雲　

　フォルテ」の面積拡大　5ha
　〇省力化に向けた機械化体系の実証試験

（２）「ひらたの柿産地活性化プラン」を実践し、
柿の価格安定と収益向上により産地拡大を目
指します。

　〇新植25a・改植38a　
　〇加工目標　75万個
　〇輸出 生果4ｔ あんぽ柿2万個
　〇スイートパーシモンの新たな製造用（平棚　

　式）乾燥機追加導入
　〇新たな柿選果場、加工施設の検討

（３）宍道湖西岸国営事業に係る営農計画の実
践に向け、営農組織、担い手、県等の関係機関
と連携して取り組みます。

　○小豆栽培の実践　16ha
　〇ブロッコリー栽培の推進（西岸地区）  23ha
　〇玉ねぎ栽培の安定化及び販路の確立　　

　20ha（玉ねぎ調整施設の活用）

（４）特産品の有利販売に向け、部会と連携し販
売促進やＰＲに積極的に取り組みます。

　〇出荷市場、量販店への販売要請活動　
　〇消費者へのＰＲ活動

（５）農産物の生産性を向上させるため、関係機
関と連携し、実証圃の設置と普及に努めます。

　・水稲　・柿　・ブロッコリー　・青ネギ　
　・生シイタケ　・玉ねぎ　・かぼちゃ　・里芋
 
（６）地域農業の活性化のため、後継者や新規農
業者の育成に取り組みます。

　〇水田園芸作物の推進活動
　〇野菜作り講習会の開催　
　〇ラピタ直売会の加入促進

（１）良質米生産、コスト削減に向けた取り組み
を実践します。

　〇各種講習会の開催
　〇タイムリーな情報提供

（２）『出雲ぶどう産地活性化プラン』を実践し、
産地振興を図り、出雲ぶどう経営モデルの確
立を目指します。

　○円滑な世代交代の支援　
　　新規・親元就農者　6名
　○スマート農業推進　5件
　　ハウスモニタリング・ハウス自動換気・溶液

　土耕システム他
　○ヒートポンプ導入推進　実証圃の設置
　○恋ぶどう（出雲オリジナルブランド）の確立と

　ＰＲ
　　販売促進活動　4回　　
　　ＳＮＳを活用した産地ＰＲ

（３）積極的な改植による生産量増加に取り組み
ます。

　○デラウェア　800ｔ
　○優良系デラの高収量実証圃を設置
　○改植の推進（2年生苗木の検討）

（４）ＪＡしまね推進作物の面積拡大をはかり、
販売高の向上を目指します。

　○ブロッコリー　3ha　
　○アスパラガス　5ha　
　○白ネギ　70a

（５）「年金＋α農業のすすめ」としての園芸教室
や、食や農業への関心を深めるための食農活
動を通じ、魅力ある農業の情報発信に努めま
す。

　〇園芸教室　　　
　　農業三昧（野菜・果樹） 　年間 6 回開催
　　　　　　　　　　　　　　（定員 30 名）
　〇食育活動　　　
　　米づくり体験（小学校）3 校
　　野菜づくり体験（幼稚園・小学校）3 校

 河南営農センター　
（１）地域ブランド産品（多伎いちじく、西浜い
も）の生産維持・拡大を図るため、関係機関、部
会と連携し試験・実証圃を設置するとともに、
ブランド力を活かした販売促進・ＰＲ活動に取
り組みます。

（２）地域特産振興として、新規生産者の確保や
面積拡大を図るとともに、関係機関と連携し
生産技術向上に努め、安定生産による安定出
荷を目指します。

　〇多伎いちじく　　販売高目標　6,480 万円
　〇神門の梨　　　　販売高目標　  300 万円

西部営農センター
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 南部営農センター
（１）機能性農産物（エゴマ・金時生姜・アシタバ）
栽培を推進し、昨年に引き続き不作付地の解
消と農業所得の増大に取り組みます。本格的
な取り組みを始めてから3年目を迎え、品目の
定着に向け新たな販売先の確保や生産基盤
の整備等を進め、生産者と実需者が連携した
体制づくりに取り組みます。

　〇栽培面積目標　
　　エゴマ 　　4ha　　　金時生姜 　  15a
　　アシタバ 　2a

（２）優良雌牛の導入や更新による優良子牛の生
産に取り組むとともに、ＷＣＳの安定的な生
産・供給体制の確立など耕畜連携による畜産
農家の粗飼料自給率向上と生産コスト削減、
耕種農家の転作田有効利用を図ります。

　〇子牛　出荷頭数　197頭
　　　　　販売目標　1億4,800万円
　〇生乳　出荷量　　1,776ｔ
　　　　　販売目標　2億2,100万円
　〇ＷＣＳ　栽培面積　9.6ha
　　　　　供給目標　681本

（３）主力品目である菌床しいたけについては各
種研修会、巡回指導強化による収穫量増加と
品質向上に取り組むとともに生産者増加に向
けた推進を行います。

　〇販売高目標　　　1億円　　　
　〇生産者増加目標　1名

（４）柚子の安定生産に向け、講習会や指導巡回
を強化し収穫量の増加に取り組みます。また、
販売チャネル拡大を目的とし新たな加工品開
発を試みます。

（５）営農組合や担い手農家との連携を推進し、
耕作放棄地の解消及び各営農組合、担い手農
家の経営改善を図ります。また、水田園芸作物
の推進を行います。

　〇南部ブロックの地区ごとに営農組合意見交
　換会や研修会を開催

　〇水田園芸作物の推進　
　　ブロッコリー　1.2ha　　かぼちゃ　15a

　〇きゅうり　　　　販売高目標　8,200 万円
　〇西浜いも　　　　販売高目標　2,000 万円

（３）新たな特産品振興として本店園芸販売課と
連携し、かぼちゃの取り組みを開始します。

　〇栽培面積　14a　　生産者　3名

（４）「年金＋α農業のすすめ」として、「河南ブ
ロック農業入門講座」を開講し、地域農業への
関心を高めるとともに、ラピタ直売会への新規
加入など新たな販売農家の育成に努めます。

　〇農業講座開講回数　　４回
　〇受講者数　　　　　 延べ80名
　〇販売農家数の拡大　　10名

（５）集落営農組織や大型農家と連携し、農地保
全と地域農業の安定化を図るとともに、後継
者や新規就農者の育成支援に取り組み地域
農業の活性化を目指します。

（６）農産加工事業について、多伎いちじく部会
と連携し良品質原料の確保に努め、需要に応
じた商品アイテムの充実による取引先との信
頼関係の構築を図り、コロナ禍に対応した販
路開拓（ネット販売業者等）による販売高の安
定と向上を目指します。

　〇加工製品販売高　5,277万円
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営農部
自動車燃料部

生活部
出雲統括支店

企画総務部

ＪＡしまね 出雲地区本部ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部

各部からのお知らせ
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令和４年産　カントリーエレベーター利用のご案内
１．カントリー利用のメリット

２．受入予定時期

３．利用料金（「つや姫」・「コシヒカリ」・「きぬむすめ」生もみ）

（１）労力が軽減　⇒　刈り取った籾を搬入するだけで終了です。
（２）農業機械等への設備費が軽減　⇒　乾燥・調整に係る設備費が不要です。
（３）集落での共同作業が容易　⇒　乾燥・調製・出荷・米代金精算までJAが行います。
（４）カントリー米は販売に有利　⇒　量販店需要に対応できる均質・大ロット販売が好評です。
　　　　　　　　　　　⇒　籾で保管し、注文を受けてから籾摺りする「今摺り米」です。

※異品種の混入防止のため、品種ごとに荷受期間を定めさせていただきます。
　ご理解とご協力をよろしくお願いします。

※令和3年6月1日改定

（消費税込価格）

つや姫（北部カントリーのみ）
コシヒカリ
きぬむすめ
飼料用米（みほひかり）

水分
（％）

利用料金
（円 /㌧）

15.5%
以下

15,200

15.6% ～
18.0%

22,400

18.1% ～
20.0%

23,000

20.1% ～
22.0%

23,500

22.1% ～
24.0%

24,000

24.1% ～
28.0%

25,000

28.1% ～
30.0%

26,000

30.1%
以上

26,500

８月下旬　～
９月上旬　～　９月中旬
９月中旬　～　１０月中旬
１０月中旬　～　１０月３１日迄

品　種 荷受期間（予定）

平田カントリーエレベーター
　カントリーは、稲作の
低コスト・労力の軽減を
実現致します。

カントリーを核とした「出雲米」づくりをすすめよう。
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　飼料用米の作付状況を確認したところ、低コスト化を追求するあまり、粗放的な栽培が散見
されます。栽培ごよみにそった適切な肥培管理を行うようにお願いします。

（１）令和4年産の出荷（売渡数量）が契約数量の8割に満たない場合、「理由書」の提出が必要とな
ります。また、その理由が不適切な肥培管理等によるものであることが判明した場合、水田活
用の直接支払交付金（10万5千円～5万5千円/10a）が交付されません。

（２）「理由書」に記載された内容の適否を判断するため、肥培管理等の作業内容について立入検査
（調査）等を実施される場合がありますので、必ず作業日誌を備え記帳してください。

（３）助成金の対象となる基準単収は作況調整が行われ、地域の作況により変動し、助成金額、理由
書の対象単収が変動します。

（４）出荷契約不履行が生じた場合は違約金が発生します。
　 出荷契約圃場に作付けを行ったものの、出荷すべき数量に満たない場合は、玄米換算で30㎏

あたり5,000円とします。また出荷契約圃場に対し作付けがなされなかった場合は1aあたり
10,000円とします。

※令和3年6月1日改定

※ＪＡしまね米を含めた施設の受入可能容量に基づいた地域割りとしております。

令和４年産　飼料用米栽培注意事項
１．基準単収（契約単収）

２．捨て作りの防止措置

３．集荷

出雲市全域
籾
６６３

玄米
５３０

契約単収（㎏ /10a）

水　分
利用料金

～ 23.0％
19,300 円 /t

23.1％～
21,400 円 /t

乾燥・調製料

施設名 利　用　地　域

（１）利用料金（消費税込価格）

（２）施設地域割

西部カントリー

北部カントリー
平田カントリー
大社ライスセンター
佐田ライスセンター

四絡、高浜、川跡、鳶巣
平田地区全域
大社地区、高松の新内藤川以北地域
佐田地区

高松、 荒茅、 園、 神西、 神門、 古志、 乙立、 朝山、 稗原、 上津、
大津、 塩冶、 今市、 多伎地区、 湖陵地区
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【詳しくは、米穀課 TEL 0853-21-6044、最寄の各営農センターへお問い合わせ下さい】

（１）西部倉庫　常松倉庫　平田中央倉庫
（２）庭先集荷ならびに本人持ち込みによる出荷をお願いします。

（１）フレコンに玄米を風袋込みで1,090kgに重量調整して出荷してください。
（２）フレコン内の品質は均一にしていただくため、乾燥機ごとにフレコンへ詰めてください。
（３）端量は、紙袋で出荷してください。

農業倉庫でのフレコン出荷を行っています
１．フレコンによる出荷方法

２．フレコンが出荷できる農業倉庫

（１）庭先集荷　（諸経費を含む）　　　　4,002円（税込）／フレコン1本
（２）本人持込み（諸経費）　　　　　　　　917円（税込）／フレコン1本

３．フレコン出荷に係わる経費

（１）労力軽減
　　紙袋に米を詰めて口を結ぶ作業、運搬・積み上げ作業の効率化が図られ、出荷作業による身体
　　への負担が軽減されます。

（２）出荷コスト軽減
　　出荷本数のフレコン代金を助成します。　
　　※令和3年産は１本あたり2,530円（税込）を助成しました（但し加工用米を除く）。

４．フレコン出荷のメリット

　米をフレコンに詰める作業と計量をするための機械の導入、移動・運送をするためのフォーク
リフトなど、設備が必要となります。

５．フレコン出荷のデメリット
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袋詰め作業が
楽になった
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ブロッコリー始めませんか？

今、出雲のかあちゃんブロッコリーがアツいんです！！

お問い合わせ先 各営農センター又は、   総合指導課　℡ 0853-21-6038

約30年前に平田地区で栽培が開始された、歴史ある
出雲の特産品です。

定期的に栽培講習会を
開催し、皆さんの相談
に応じます。

かあちゃんブロッコリーとは....?

生産者の長年の努力により「かあちゃんブロッコリー」としてブランドを確立
地元をはじめ関西の生協、高級スーパー、百貨店など多くの市場に出荷

販路が確立されている!

栽培指導が充実

JAに共選場があるため、 
集荷所に持っていくだけで 
OK

収穫後の調製作業不要

抗酸化作用、解毒作用があるといわれる「スルフォラファン」を従来の 
ブロッコリーの2.5~3倍(収穫時)含んでおり、『出雲フォルテ』(商標
登録取得)の名称で販売しています。

スーパーブロッコリー「出雲フォルテ」に取組んでいます!

食卓に安心安全を届けるべく平成30年度に美味しまね認証を取得し、
産地全体で品質向上に取り組んでいます

美味しまね認証取得で産地のレベルアップ!!

ブロッコリー部会では、畝立て作業の委託、移
植機、管理機のレンタルを行っています。現在
収穫以外全ての作業が機械で行えます。

畝立作業の委託、移植機の
　　　　　　レンタル事業体制が確立

JA、県共に重点推進品目なので、補助事業 
などの支援体制も充実しています。

補助事業,転作奨励金などで 
　　　　　　新規就農者を応援!!

なぜ今、ブロッコリーがアツいのか？

初心者でも安心のサポート体制！
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アスパラガス、神在ねぎ

お問い合わせ先 各営農センター又は、   総合指導課　℡ 0853-21-6038

部会員募集
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各部からのお知らせ│営農部

年金＋農 のすすめ

わたしが作った農産物を販売しませんか！？
JAしまねラピタ農産物直売会

新規会員募集中

直売会の詳細

ＪＡしまねラピタ農産物直売会では、会員の皆様が作った『安全・
安心・新鮮』な地元農産物をラピタ全８店舗の農産物直売コーナー
で販売しています。ご自身で作った自慢の農産物や、オリジナルの
加工品、切花をぜひ販売しませんか？

　令和４年５月現在で6１０名の会員数で、個人の方から集落営農組織
の方まで、年齢層も幅広く加入いただいています。野菜や、漬物、梅干、
ジャムなどの加工品（保健所の許可や届出
が必要）、切花や枝物（花の木等）も販売出
来ます。
　より良い商品作りのために開催する栽
培講習会など指導体制も充実しています。
切花部会・加工部会・青年部があり、各種
講習会も受講出来ます。

JAしまね出雲地区本部に出資(1口千円)があり、原則
として出雲地区本部管内に居住し、年会費3千円をお
支払頂きますと入会出来ます。
詳しい内容については、下記の問い合わせ先までご連
絡下さい。

お手続きについては、各地区の営農センター
までお問い合わせ下さい！
会員登録には７日～１０日程かかりますので、
作付けされている方はお早めにご連絡下さい。

お問い合わせ先
各営農センター又は、
営農部 総合指導課

℡ 21-6038 

入
会
の
条
件
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各部からのお知らせ│営農部

年金＋農業のすすめ

（１） ５月～９月が栽培期間です。
（２） 軽量品目ですので女性の方でも取り組みやすいです。
（３） 一部契約出荷も行っているため価格が比較的安定して
　　います。

（４） 栽培技術も確立され、露地で比較的簡単に栽培できます。
（５） 水田転作で栽培可能です。
（６） 露地野菜部会加入と共販出荷が基本になります。
（７） 調製作業も簡単です。

お問い合わせ先 ＪＡしまね出雲地区本部   営農部 総合指導課　℡ 21-6038

モ ロ ヘ イ ヤ

（１）４月中旬～７月下旬が栽培期間です。
（２） 品種名：『くり大将』ホクホク甘いかぼちゃです。
（３） 糖度１２度以上、水分含有７５％以下のものが
      『ほめられ南瓜』として販売されます。

（４） 契約出荷を行っているため、販路が確立されており、価格が安定しています。
（５） 栽培技術が確立され、基本技術を励行すれば基本的に順調な栽培が可能！
（６） 水田転作で栽培可能です。
（７） 出荷は鉄コンテナで集荷所への持ち込みとなります。
　　　※段ボールなど出荷資材は不要です。

か ぼ ち ゃ

★栄養分が豊富で健康野菜として
　注目されているモロヘイヤ！
★販売先・価格が安定しているかぼちゃ！
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各部からのお知らせ│営農部

たまね で けるなら「 が ン 」

でしっかりと ポートします

A 広域集出荷調製施設（ ）

・

効果１︓労⼒軽減

※ （ 10
2 0円 72円 ）

※

効果２︓品質保持

リ

効果３︓有利販売

20 付

※

量

集
荷

乾
燥

低
温
保
管

根
葉
切
り

選
別

箱
詰
め

施設の機能・作業の流れ

部
085 -21- 0 8
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各部からのお知らせ│自動車燃料部

●ＬＩＮＥ会員募集中！！ 
 ※ 5月時点の会員数 3,300名。 
 ※ 価格改定情報等をいち早く案内します。 
 ※ 会員様限定のお得なイベントも予定しています。 
 

 
 
●キャッシュレス決済！！ 
 ※ ＱＲコード決済が使えるようになりました。 
 【注意】フルＳＳではオイルやタイヤ、バッテリー等、燃料油以外の代金支

払いのみに利用可能です。 
 ※ 利用可能なＱＲコード決済方法（下記のとおり） 
 

      

         

 

67



各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

各部からのお知らせ│自動車燃料部
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各部からのお知らせ│自動車燃料部

土・日（祝日）
単価優遇割引
（当月の給油量に応じて翌月10日から割引　ガソリン・軽油）

自動車優遇会員

2円/ℓ引き

（出雲地区本部で自動車ご購入・車検を受けられた方）

種
油
全

1～3円/ℓ引き
2円/ℓ引きの

回
次

で
ま
検
車

JAしまね
出雲地区本部
石油課

（セルフ）
北部SS  南SS  平田SS

（ミニセルフ）
白枝SS  佐田SS  多伎SS 

湖陵SS  浜山SS

ＴＥＬ：0853-２８-１２８０
代表電話

JA-SS

白枝ＳＳ
平　日／７：３０～１９：００
祝　日／９：００～１８：３０
定休日／日曜日
住　所／出雲市高松町675-1
ＴＥＬ／２８－０２６３

南ＳＳ
時　間／７：００～２０：００
住　所／出雲市塩冶町９９０
ＴＥＬ／２２－０３７３

佐田ＳＳ
平　日／７：００～１８：３０
祝　日／８：３０～１８：００
定休日／日曜日
住　所／出雲市佐田町反辺1589-1
ＴＥＬ／８４－０４１３

浜山ＳＳ湖陵ＳＳ

セルフ北部ＳＳ
時　間／７：００～２０：００
住　所／出雲市高岡町614-1
ＴＥＬ／２３－０７４０

セルフ 平田ＳＳ
時　間／７：００～２０：００
住　所／出雲市平田町2487-8
ＴＥＬ／６２－１０５０

セルフ

平　日／７：３０～１９：００
日・祝／９：００～１８：３０
定休日／木曜日
住　所／出雲市大社町北荒木938-2
ＴＥＬ／５３－４３５５

平　日／７：３０～１９：００
日・祝／９：００～１８：３０
定休日／火曜日
住　所／出雲市湖陵町差海710-2
ＴＥＬ／４３－３４７６

多伎ＳＳ
平　日／７：３０～１９：００
日・祝／９：００～１８：３０
定休日／月曜日
住　所／出雲市多伎町多岐４７４
ＴＥＬ／８６－９１００

おさいふカードポイントおさいふカードポイント

毎月5日・25日は

土・日（祝日

おさいふカードポイント

10倍
ラピタ
値引き
バーコード
ラピタ全店で2,000円以上お買上げごとに
ガソリン値引き券を発行いたします。
発行日は毎月(1回)ラピタチラシにて発表いたします。

見本 ラピタ
ビンゴカード
JA-SSご利用で
ポイントもらっちゃおう！

おさいふカード
会員様
限定

おさいふカ
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各部からのお知らせ│自動車燃料部

JA

初回車検限定！

得々コース

軽自動車

小型乗用(1500CC以下、1.0ｔ以下)

38,280円

50,110円

走行距離３万km以下に限ります

※整備料金の詳細は下記までお問い合わせ下さい

JA
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各部からのお知らせ│自動車燃料部

の にも が く
「 」

や な 、 類についた を 。
わ に できるので、スー な の えない

ものにも 利です。

ック はさらに を

ド ック
乾燥容量 5㎏ﾀｲﾌﾟ

RDT-54S-SV ㋱147,840円(税込)

乾燥容量 8㎏ﾀｲﾌﾟ

乾燥容量 5㎏ﾀｲﾌﾟ

RDT-80 ㋱182,490円(税込)

RDT-52SA ㋱182,490円(税込)

2

くんは 化 にも です

2
⼀ 格

⼀ 格

⼀ 格
（税込）

※取付⼯事費・部材費別途

※取付⼯事費・部材費別途

2

※取付⼯事費・部材費別途

さっと⼿が く、
く ル ーが にあるため、 れ 合が

確認しやすく、お ⼊れも です。

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

の が「 」と しています

2 以上
するので、
も

が使えてとても 利

は 、
れて たい

を なくて いので
が に︕

くんを使い めてから、
な

にも対 でき
が

なくなりました

※リンナイ(株)調べ

以 の は、 も
かかっていたけど、

くんは
い上に、

とても か
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各部からのお知らせ│生活部
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各部からのお知らせ│生活部
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店
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各部からのお知らせ│出雲統括支店

96



JA（農業協同組合）は、⾷と農を基軸とする地域に根差した「協同組合」です
組合員の⼀⼈ひとりが⼒を合わせ、みんなの願いをかなえていく組織です

島根県農業協同組合（JAしまね）

JAでは、 「農業者の所得増⼤」 「農業⽣産の拡⼤」 「地域の活性化」 に積極的に取り組んでいます。
JAしまねの正組合員になって、JAをさらに積極的に活⽤しませんか︖
営農指導や農業融資、農業振興⽀援対策など各種⽀援策をご利⽤いただけます。お気軽にご相談ください。

正組合員になるための資格
JAしまねの地区内に住所、または従
事する農地があり、耕作⾯積が2アー
ル以上または農業従事⽇数が年間
30⽇以上ある⽅。
※上記要件を満たさない⽅は准組
合員としてご加⼊いただけます。

詳しくはJAまでお問い合わせください。

正組合員加⼊に必要な書類等
新規加⼊の場合
組合員加⼊申込書
出資⾦⼀⼝(1,000円)以上
ご印鑑、本⼈確認書類

持分譲受による加⼊の場合
持分譲渡による加⼊申込書
出資⾦⼀⼝(1,000円)以上の
譲受

ご印鑑、本⼈確認書類
資格変更(准から正へ)の場合
届出事項変更届
ご印鑑、本⼈確認書類

よくあるご質問

☞事業利⽤に関しては、正組合員も
准組合員も同等のサービスを受けるこ
とができますが、JAの事業や役員を決
める総代会での議決権や、JA事業へ
の意思反映や運営参画については正
組合員のみに認められています。

Ⓠ正組合員と准組合員は
何が違うの︖

☞JAが⾏う営農指導にかかる経費の
⼀部について、賦課⾦としてご負担い
ただいております令和3年度は正組合
員世帯1⼾あたり1,500円を徴収させ

ていただいております。

Ⓠ正組合員になると出資⾦
以外に負担が発⽣するの︖

JA・正組合員 加⼊のご案内

J A の 組 合 員 に な り ま せ ん か ︖正

ＴＡＣ訪問活動の様⼦

写真写 真 写真

担い⼿ドック
JAしまねではさまざまな農業⽀援を⾏っています

JAしまねのこと、もっと詳しく︕
https://ja-shimane.jp/

JAしまねのこと、もっと詳しく︕
https://ja-shimane.jp/

☞可能です。JAでは正組合員1⼾複数
化運動に取り組んでおります。また、新
たに賦課⾦が発⽣することもありません。

Ⓠ⼀世帯で2⼈以上
正組合員になれるの︖

☞出資⾦はJA事業を営むうえで貴重
な財源となります。⻑期的かつ安定的
な事業の運営、農業施設ほか各施設
の充実に利⽤させていただいております。

Ⓠ出資⾦は何に使うの︖

☞組合員以外の⽅でもJAを利⽤でき
ますが、組合員になると、さまざまな事
業を幅広く利⽤することができます。

Ⓠ組合員にならないと
JAは利⽤できないの︖

☞農家の⽅はもちろん、農家以外の⽅
も組合員になることができます。JAしま
ねの地区内に住んでいる⽅、組合員
の家族としてJAを利⽤している⽅、勤
め先がJA管内の⽅等は、JAに出資す
ることで組合員になることができます。
組合員には正組合員と准組合員があ
ります。

Ⓠ組合員は誰でもなれるの︖

出雲地 部
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各部からのお知らせ│企画総務部
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 女性部のお得なお知らせ♪ 

✿料理・手芸・環境活動など、毎月の催しをご案内します♪   

✿女性部まつりや運動会等、楽しいイベントが盛り沢山♪ 

✿毎週木曜日は「ラピタ女性部デー」でポイント２倍♪ 

✿給油所で使える値引券を５枚プレゼント♪ 

✿充実した内容の「女性部健診」がお得な価格で受診出来ます♪ 

✿活動を通して SDGｓの目標達成に貢献出来ます♪ 

加入するには？？ 

お住まいの地域のＪＡ各支店にお申し出く

ださい。なお、ご不明な点がありましたら「ふ

れあい福祉課」までご連絡ください。

（℡:0853-21-6013） 

※ご加入の際は 1,000 円程度の年会費が必

要になります。詳しくは各支店にお問い合わ

せください）  

部員数：４,０７８名 

※R４.４.１時点 

支 部：３３支部 

♡ フレッシュミズ出雲 ♡ 

次世代を担う、概ね５０歳までの方を対象

に、食と農、子育てといったキーワードを軸

に、自分たちの“やりたい”“楽しい”を活

動として実施しています♪ 

ＪＡしまね出雲女性部って？？ 

どなたでもご加入いただけます♪            
仲間作り・食農教育や地産地消をすすめる活動・環境保全活
動などを行っています。                
女性部の活動は、ＳＤＧｓ  につながっています。   
そして自分たちの思いをかたちにできるのが女性部です♪

※５０歳以下の方はぜひ♪ 

ＪＡ女性部に入りませんか?? 
JA しまね出雲女性部 
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【担当部署：ふれあい福祉課 ＴＥＬ：0853-21-6013】
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〒693-8585 島根県出雲市今市町106番地1
TEL（0853）23-3311（代） https://ja-shimane.jp/izumo/

しまね
出雲地区本部




